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1  
第１章 概要 

 

本章では、Atrust Device Manager の概要とシステム要件を示します。 

 

1.1 はじめに 

Atrust Device Manager の紹介  

1.2 新機能 

この製品リリースにおける新機能および強化された機能  

1.3 機能 

Atrust Device Manager の主な機能  

1.4 システム要件 

Atrust Device Manager をインストールして操作するための要件  
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1.1 はじめに 

デスクトップの仮想化は、IT インフラストラクチャーの設計と実装を再考するための新しい視点を提供します。デスクト

ップ仮想化インフラストラクチャーでは、クライアントは煩雑なデスクトップではなく、サーバーから提供される配信サ

ービスにユーザーがアクセスするための単なるエンドポイントデバイスとなります。 

 

デスクトップ仮想化テクノロジーの導入には、以下の利点があります。 

 

• アプリケーション/デスクトップへのオンデマンドアクセス 

• 作業環境の集中管理 

• エンドポイントソフトウェア/ハードウェアの問題の大幅な減少 

• システム保守の簡素化 

• システムセキュリティーの向上 

• 低コストのエンドポイントデバイスを使用したスケーラビリティーの向上 

 

デスクトップ仮想化テクノロジーを導入した場合、デスクトップ仮想化インフラストラクチャー内の多数のエンドポイン

トデバイスを管理するための強力なソフトウェアが必要です。Atrust Device Manager コンソールは、このニーズを満たす

ように設計されています。Atrust Device Manager コンソールを使用すると、クライアントをリモートから展開、管理、更

新できます。また、1 台のコンピューターから複数のユーザーを支援できます。さらに、柔軟でセキュアな仕組みにより、

グループ単位で簡単にすばやくクライアントを管理および更新できます。加えて、ユーザーによる問題の解決またはロー

カル設定の指定をリモートから支援できます。 
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1.2 新機能 

 

 

この製品リリースでの新機能、および強化された機能は以下のとおりです。 

 

スキャンできる端末数の拡張 

1 回でスキャンできる端末数を 250 台から 1024 台に拡張しました。 

 

この製品リリースに含まれない機能は以下のとおりです。 

 

スナップショットのバックアップの削除 

スナップショットの種類からバックアップ型を削除しました。 

 

この製品リリースに含まれる修正箇所は以下のとおりです。 

 

 スナップショットのインポートダイアログのキャンセルボタンを押すと、同じ説明のスナップショットをインポート

できなくなる問題を修正 

 Windows 8.1 64bit OS に Atrust Device Manager (ADM)をインストールした場合、正常に ADM が起動しない問題を修

正 

 スナップショット取得時に ADM サーバーのディスク容量が不足していてもスナップショットの取得が実行できる問

題を修正 

 日本語 UI を修正 

 スナップショットサーバーに外部サーバーを利用している場合、スナップショットイメージのエクスポートがタイム

アウトする問題を修正 

 スナップショットダイアログのエラーメッセージの文字色を赤色に変更 

 ADM の編集とプロファイルによって管理者パスワードやシャドウパスワードを設定する時に、パスワードの文字列の

長さと複雑性について表示されなかった問題を修正 

 ADM プロファイルを使用してアプライアンスモードを設定し、後でそのプロファイルを削除すると、クライアントが

アプライアンスモードでログイン時に画面が真っ黒になる問題を修正 

 ADM からパッケージ配信を失敗した場合の ADM メッセージの誤りを修正 

  

  

 

新機能を利用するには US310e のファームウェアを 1.30-INTL にアップグレ
ードするか、1.20-INTL に US310e WE8S 1.20-INTL アップデートパッケー
ジ Ver.1.3 for ADM を適用する必要があります。 
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1.3 機能 

Atrust Device Manager の主な機能 

 

• 多数のクライアントへのカスタム設定のプッシュ送信 

• クライアントのファームウェアの更新とソフトウェアパッケージのインストール 

• 一括展開用のクライアントスナップショットの作成およびシステムのバックアップと復元 

• ローカルネットワークを介したクライアントの再起動、電源遮断、およびスリープモードの解除 

• 自動実行タスクのスケジューリング 

• ユーザーによるトラブルシューティングのリモート支援 

• 自動的に取得したクライアント情報によるクライアントの識別と IT 資産の管理 

• ゼロクライアント管理の支援 

 

 

 

  

 

ゼロクライアントは、オペレーティングシステムがプリインストールされて
いないエンドポイントデバイスです。US310e はゼロクライアントではないた
め、ゼロクライアントの管理は非サポートです。 



第１章 概要 システム要件 

 9 

1.4 システム要件 

Atrust Device Manager をインストールして操作するためのシステム要件は、以下のとおりです。 

 

1.4.1 サポートされるエンドポイントデバイス 

Atrust Device Manager は、以下のエンドポイントデバイスをサポートしています。 

 

モデル： 

 US310e 

 

ファームウェア： 

 1.10-INTL 

 1.20-INTL 

 1.30-INTL 

 

 

 

1.4.2 サポートされるオペレーティングシステム 

 Windows 7 SP1 

 Windows 8 / 8.1 

 Windows Server 2008 / 2008R2 

 Windows Server 2012 / 2012 R2 

 

 

  

 

上の一覧は、サポートされているクライアントすべてを網羅しているわけでは
ありません。今後、新しく開発されたモデルが追加されることもあります。 

各種モデルの詳細な仕様について詳しくは、弊社の Web サイト
(http://jpn.nec.com/thinclient/support/index.html)を参照してください。 

 

Atrust Device Manager(ADM)をインストールするサーバーは、サービスを
ADM の専用にする必要があり、追加の機能(ドメインコントローラー、バッ
クアップコントローラー、メールサーバー、Web サーバー、DHCP サーバー、
MSMQ サーバー、またはアプリケーショサーバーなど)を実行するサーバー
にインストールしないでください。 
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1.4.3 ハードウェア要件 

 Pentium 4、1.0 GHz プロセッサーまたは同等のプロセッサー 

 512 MB の空きシステムメモリ容量 

 2 GB の空きディスク容量(インストール用) / 100 GB 以上の空きディスク容量(ファームウェアとスナップショットの

管理用) 

 100 Mb の Ethernet ネットワークアダプター / ネットワークインターフェースカード 

 

1.4.4 ソフトウェア要件 

 Java ソフトウェアまたは Java Runtime Environment(シャドウ機能用、138 ページ参照) 

 

  



第１章 概要 システム要件 

 11 

1.4.5 使用するポート 

Atrust Device Manager のバックグラウンドサービスと使用されるポート 

サービス名 説明 プロトコル ポート 

Atrust - Apache2.2 Atrust Apache HTTP Server 

Atrust の Web ベースのユーザーインターフェースとファーム

ウェアアップデートに使用されます。 

TCP 10443 

10080 

Atrust - Multicast Atrust Multicast Service 

1 対多ファームウェアアップデートのサービスに使用されま

す。 

TCP 10081 

Atrust - NBD Atrust NBD Service 

ゼロイメージをダウンロードするために、ゼロクライアントの

ネットワークブロックデバイスを提供するために使用されま

す。 

TCP 10010~ 

10030 

Atrust - PgSQL Atrust PgSQL Database Server 

Atrust Device Manager のデータベースに使用されます。 

TCP 5432 

(ローカルのみ) 

Atrust - PXE Atrust PXE Service 

ゼロクライアントがネットワークブートするために使用され

ます。 

UDP 4011 

67 

Atrust - TFTP Atrust TFTP Service 

ゼロクライアントが PXE ブート時にカーネルとブートローダ

ーをダウンロードするために使用します。 

UDP 69 

Atrust Device Manager Atrust Device Manager Agent 

クライアントにビルトインされているAtrust Client Setup(ACS)

との通信およびクライアント設定の管理に使用されます。 

TCP 

 

UDP 

10005 

10007 

10006 

 

 

  

 

サービス名は Windows サービスの管理コンソールで確認できます。 

 

Atrust Device Manage の使用するポートは Atrust Device Manager インスト
ール時に Windows ファイアーウォールの例外に自動登録されます。手動で
登録する必要はありません。 

使用するポートの変更はサポートされません。 



第１章 概要 システム要件 

 12 

1.4.6 ネットワーク環境の設定 

DHCP サーバーの導入 

Atrust Device Manager でシンクライアントのファームウェアアップデートおよびスナップショットの取得、インストール

を行うには DHCP サーバーの導入が必要になります。DHCP サーバーを導入しない場合は前述の機能は使用できません。 

ファームウェアアップデートおよびスナップショットのイメージファイルをサーバーから取得するために、シンクライア

ントは UEFI ブート時にネットワークリンクを確立する必要があり、その情報は DHCP サーバーから供給されます。 

 

Wake on LAN 

Atrust Device Manager と異なるセグメントに所属するシンクライアントに対して、Wake on LAN を送信することはできま

せん。Wake on LAN の使用するマジック・パケットはレイヤー2 ブロードキャストのため、異なるセグメントに配置した

PC に対して送信できないためです。 

 

 

VPN 

シンクライアント上の VPN ソフトウェアを使用して、ネットワークアドレス変換(NAT)を実装するリモートアクセス VPN

環境において、Atrust Device Manager の使用は非サポートです。 

 

 

 

  

 

Wake on LAN は有線 LAN の機能です。無線 LAN クライアントには使用できま
せん。 

 

クライアント上でネットワークアドレス変換(NAT)を行わない、VPN ソフトウ
ェアを実装したルータ同士で構成されたサイト間 VPN の場合はサポートされ
ます。 

 

リモートアクセス VPN 環境では Atrust Device Manager のすべての機能が非
サポートであることに注意してください。 
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無線 LAN 

無線 LAN 環境において、ファームウェアアップデートおよびスナップショットの取得、インストールを行うことはできま

せん。 

 

 

IEEE802.1x 認証 

有線/無線 LAN で IEEE802.1x(EAP-PEAP、EAP-TLS 等)ユーザー認証を行う環境において、ファームウェアアップデートお

よびスナップショットの取得、インストールを行うことはできません。ファームウェアアップデートおよびスナップショ

ットのイメージファイルをサーバーから取得するために、シンクライアントは UEFI ブート時にネットワークリンクを確立

する必要がありますが、IEEE802.1x 認証には対応しておりません。 

 

 

無線 LAN 環境下で、ファームウェアアップデートおよびスナップショットの
取得、インストール以外の機能については使用可能です。 



 

 

2  
第２章 Atrust Device Manager のインストールとアップグレード 

 

本章では、Atrust Device Manager の詳細なインストールおよびアップグレード手順を示します。 

 

2.1 Atrust Device Manager のインストール 

Atrust Device Manager のインストール  

2.2 Java ソフトウェアのインストール 

Java ソフトウェアまたは Java Runtime Environment のインストール  

2.3 初期設定 

Atrust Device Manager の初期設定  

2.4 Atrust Device Manager のアップグレード 

Atrust Device Manager のアップグレード  

2.5 Atrust Device Manager のアンインストール 

Atrust Device Manager のアンインストール  
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2.1 Atrust Device Manager のインストール 

コンピューターに Atrust Device Manager をインストールするには、以下の手順を実行してください。 

 

 

 

1. コンピューター用に Atrust Device Manager のインストールプログラムのコピーを取得します。 

 

2. 管理者アカウントでコンピューターにログインし、インストールプログラムを指定してダブルクリックします。 

 

3. インストール時に使用する言語を選択します。 

 

 

  

 

作業を進める前に、以下の点を確認してください。 

 サポートされているオペレーティングシステムを使用している(1.3.2(8
ページ)を参照)。 

 コンピューターがシステム要件を満たしている(1.3(8 ページ)を参照)。 

より新しいバージョンの Atrust Device Manager をインストールする場合は、
現在の Atrust Device Manager をアンインストールしないで直接インストール
することをお勧めします。Atrust Device Manager のアップグレード手順につ
いて詳しくは、「2.4 Atrust Device Manager のアップグレード」(23 ページ)
を参照してください。 

Atrust Device Managerをインストールするサーバーに固定 IPアドレスを割り
当てます。 
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4. 「セットアップウィザード」が表示されます。「次へ(N) >」をクリックして続行します。 

 

 

 

5. 必要なプログラムをインストールするために再起動を求めるメッセージが表示されます。「すぐに再起動(Y)」チェッ

クボックスをクリックしてオンにし、「完了(F)」をクリックします。 

 

 

  

 

ウィザードが Atrust Device Managerのインストールを準備しながら次のペー
ジ/ステップに移るまでに数秒かかる場合があります。 
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6. 再起動後、「セットアップウィザード」が再度表示されます。「次へ(N) >」をクリックして続行します。 

 

 

7. 「使用許諾契約書の同意」ページが表示されます。この契約を読み、同意する場合は「同意する(A)」チェックボック

スをクリックしてオンにし、「次へ(N) >」をクリックして続行します。 

 

 

8. デフォルトのインストールディレクトリを使用するか、「参照(R)」をクリックして適切なディレクトリを指定し、「次

へ(N) >」をクリックして続行します。 
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9. デフォルトの「スタートメニュー」フォルダーを使用するか、プログラムのショートカット用に新しいフォルダーを

入力して作成します。または、「参照」をクリックし、既存のフォルダーを選択します。「次へ(N) >」をクリックして

続行します。 

 

 

10. 「デスクトップ上にアイコンを作成する」チェックボックスをクリックしてオンまたはオフにし、「次へ(N) >」をク

リックして続行します。 
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11. スーパーユーザーのデフォルトのデータベースパスワードを変更するか、デフォルトを使用します。完了後、「次へ(N) 

>」をクリックして続行します。 

 

 

 

12. 「インストール(I)」をクリックし、コンピューターへの Atrust Device Manager のインストールを開始します。 

 

 

  

 

スーパーユーザーは、Atrust Device Manager のデータベースにフルアクセス
できるユーザーです。 

デフォルトのパスワードは「secret」です。 
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13. 完了後、「完了(F)」をクリックして終了します。 
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2.2 Java ソフトウェアのインストール 

Atrust Device Manager の全機能にアクセスするには、Java の公式 Web サイト(java.com)からダウンロードできる無料の

Java ソフトウェアをインストールする必要があります。クライアントユーザーをリモートから支援するための Atrust 

Device Manager のシャドウ機能を使用するには、Java ソフトウェアまたは Java Runtime Environment が必要です。 

 

 

Atrust Device Manager 向けには、32 ビット版の Java をインストールすることをお勧めします。Atrust Device Manager を

インストールするコンピューターで他の目的のために 64ビット版の Javaも必要な場合、32ビット版と 64ビット版の Java

を両方インストールすることができます。 

 

  

 

詳しくは、「3.4.28 クライアントユーザーのリモート支援」(138 ページ)を参
照してください。 

 

詳しくは、Java の Web サイト(java.com)を参照してください。 

Java Version 7 Update 51 以降では、「(セキュリティ)例外サイト」一覧へのコ
ンピューターの追加が必要な場合もあります。「コントロールパネル」で
「Java」 > 「セキュリティ」 > 「サイト・リストの編集」 > 「追加」を
クリックし、「https://localhost:10443」と入力し、「OK」をクリックして適用
します。 

java.com からインストーラーをダウンロードできない場合は、java SE サイト
を参照してください。 
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2.3 初期設定 

初めて Atrust Device Manager を起動する場合は、初期設定を完了する必要があります。以下の指示に従い、必要な設定を

完成させてください。 

 
1. コンピューターで Atrust Device Manager を起動します。 

 

2. サービス IP アドレスの選択と管理者アカウントの作成を求めるウィンドウが表示されます。ドロップダウンメニュー

をクリックして使用可能な IP アドレスの一覧から適切な IP アドレスを選択し、適切なアカウント名とパスワードを

入力し、「保存」をクリックして続行します。 

 

 

 
  

 

未接続の LAN ポートは、使用可能な IP アドレスの一覧でアドレス値 0.0.0.0
を使用して表示される場合があります。 

Atrust Device Manager のサービス IP には固定 IP アドレスを使用することを
強くお勧めします。サービス IP を変更すると、すべての管理対象クライアン
トが管理不能になる場合があります。 
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3. アカウント情報(アカウント名とパスワード)で Atrust Device Manager にサインインすることを求める「ログイン」画

面が表示されます。 

 

 
4. Atrust Device Manager の管理インターフェースが表示されます。 

 

 

 

次章では、Atrust Device Manager の機能と使用について詳しく説明します。 
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2.4 Atrust Device Manager のアップグレード 

Atrust Device Manager は、古いバージョンをアンインストールしないで新しいプログラムをインストールするだけで、よ

り新しいバージョンにアップグレードできます。Atrust Device Manager のインストール手順について詳しくは、「2.1 Atrust 

Device Manager のインストール」(14 ページ)を参照してください。 

 

 

 

  

 

古いバージョンをアンインストールすることなく Atrust Device Managerをア
ップグレードすることを強くお勧めします。コンピューターから現在の Atrust 
Device Manager をアンインストールすると、すべての設定およびクライアン
ト CA(Certificate Authority)ファイルが削除されます。このコンピューターで
は、Atrust Device Manager を新しくインストールしても、元々管理下にあっ
たクライアントを管理できず、これらのクライアントは管理不能になります。 

 

Atrust Device Manager をアップグレードする前に、必ず Atrust Device 
Manager コンソールからログアウトし、コンソールを終了してください。 
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2.5 Atrust Device Manager のアンインストール 

コンピューターから Atrust Device Manager をアンインストールするには、以下の手順を実行してください。 

 

 

 

1. 「コントロールパネル」で Atrust Device Manager をアンインストールします。 

 

2. 画面に表示される指示に従い、アンインストールを完了します。 

 

 

 

Atrust Device Manager をアップグレードする場合は、現在の Atrust Device 
Manager をアンインストールしないことをお勧めします。詳しくは、「2.4 
Atrust Device Manager のアップグレード」(23 ページ)を参照してください。 

作業を進める前に、Atrust Device Manager の重要なデータをバックアップし
てください。 

 

Atrust Device Manager をアンインストールする前に、必ず Atrust Device 
Manager コンソールからログアウトし、コンソールを終了してください。 



 

 

3  
第３章 Atrust Device Manager の使用 

 

本章では、Atrust Device Manager でクライアントを管理する手順を示します。 

 

3.1 Atrust Device Manager のインターフェース 

インターフェースの概要  

3.2 基本的な管理環境の整備 

「システム」タブの概要  

使用可能なタスク一覧  

3.3 管理対象グループへのクライアントの追加 

「スキャン」タブの概要  

使用可能なタスク一覧  

3.4 すべてのクライアントの管理 

「シンクライアント」タブの概要  

使用可能なタスク一覧  

3.5 イベントログの表示と管理 

「ログ」タブの概要使用可能なタスク一覧  

3.6 ソフトウェア情報の表示 

「アバウト」タブの概要使用可能なタスク一覧  
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3.1 Atrust Device Manager のインターフェース 

Atrust Device Manager を使用すると、クライアントをリモートから展開、管理、更新できます。また、1 台のコンピュー

ターから複数のユーザーを支援できます。さらに、柔軟でセキュアな仕組みにより、グループ単位で簡単にすばやくクラ

イアントを管理できます。加えて、ユーザーによる問題の解決またはローカル設定の指定をリモートから支援できます。 

3.1.1 インターフェースの概要 

Atrust Device Manager にアクセスするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. コンピューターで Atrust Device Manager を起動します。 

 

2. アカウント情報を入力し、「Enter」キーを押すか「ログイン」をクリックします。「Atrust Device Manager」ウィンド

ウが表示されます。 

図 1 インターフェースの概要 

 

 

インターフェース要素 

番号 名称 説明 

1 「シンクライアント」タブ クライアント管理にアクセスする場合にクリックします。 

2 「スキャン」タブ 
管理対象になっていないシンクライアントをローカルネットワークで検索する

場合にクリックします。 

3 「システム」タブ 基本的な管理環境の整備と設定を行う場合にクリックします。 

4 「ログ」タブ イベントログを表示する場合にクリックします。 

5 「アバウト」タブ Atrust Device Manager の情報を表示する場合にクリックします。 

6 「ログアウト」ボタン Atrust Device Manager からログアウトする場合にクリックします。 

1 2 3 4 5 

6 

7 

9 

8 
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7 管理 / 情報エリア 
必要なタスクを実行する、適切な設定を指定する、または選択したタブで入手で

きる関連情報を表示する場合に選択します。 

8 ナビゲーションエリア 
タブの下にある特定の項目、オプション、またはタスクを選択する場合にクリッ

クします。 

9 メッセージエリア 管理活動についてのメッセージを表示する場合にクリックします。 

 

3.1.2 使用可能なタスク一覧 

以下の表に、各タブで提供される機能を示します。詳しくは、対応する以下の参照先を参照してください。 

タブ 機能一覧 参照先 ページ 

システム 

 管理アカウントの作成 

 シンクライアントのファームウェアファイルの管理 

 ゼロクライアントのイメージファイルの管理 

 WES パッケージフィアルの管理 

 クライアントスナップショットの管理 

 リモートコンピューターの証明書の管理 

 リモート展開設定の指定 

3.2 基本的な管理環境の

整備 
28 

スキャン 

 ローカルネットワーク全範囲におけるクライアント

の検索 

 指定範囲の IP アドレスにあるクライアントの検索 

 あらかじめ設定されている IP 範囲一覧を使用したク

ライアントの検索 

3.3 管理対象グループへ

のクライアントの追加 
64 

シンクライアント 

 ゼロクライアントの使用準備 

 クライアントのグループ設定の作成 

 クライアントの個別設定の使用 

 クライアントのハイブリッド設定の使用 

 クライアントへの設定のプッシュ送信 

 クライアントからの設定のプル 

 クライアントへの証明書のプッシュ送信 

 クライアントへのメッセージの送信 

 クライアントのリモート再起動 

 クライアントのリモートシャットダウン 

3.4 すべてのクライアン

トの管理 
74 

ログ 
 イベントログの表示 

 イベントログのエクスポート 

3.5 イベントログの表示

と管理 
148 

アバウト 
 Atrust Device Manager に関する情報の表示 

 Atrust への問い合わせに関する情報の表示 

3.6 ソフトウェア情報の

表示 
152 
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3.2 基本的な管理環境の整備 

3.2.1 「システム」タブの概要 

「システム」タブでは、基本的な管理環境を整備できます。「システム」タブの機能にアクセスするには、Atrust Device 

Manager でこのタブをクリックします。 

図 2 「システム」タブの概要 

 

 

インターフェース要素 

番号 名称 説明 

1 ナビゲーションエリア 適切な設定項目にアクセスする場合にクリックします。 

2 管理エリア 
必要なタスクを実行する、適切な設定を指定する、または選択した項目で入手で

きる関連情報を表示する場合に選択します。 

 

  

1 2 
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3.2.2 使用可能なタスク一覧 

番号 使用可能なタスク 参照先 ページ 

1 管理用アカウントの作成 3.2.3 30 

2 アカウントの削除 3.2.3 30 

3 アカウントの編集 3.2.3 30 

4 シンクライアントのファームウェアファイルのインポート 3.2.4 33 

5 シンクライアントのファームウェアファイルの削除 3.2.4 33 

6 シンクライアントのファームウェアファイルのスキャン 3.2.4 33 

7 ゼロクライアントのイメージファイルのインポート 3.2.5 37 

8 ゼロクライアントのイメージファイルの削除 3.2.5 37 

9 WES パッケージファイルのインポート 3.2.6 38 

10 WES パッケージファイルの削除 3.2.6 38 

11 WES パッケージファイルのスキャン 3.2.6 38 

12 クライアントスナップショットのエクスポート 3.2.7 42 

13 クライアントスナップショットのインポート 3.2.7 42 

14 クライアントスナップショットの削除 3.2.7 42 

15 クライアントスナップショットのスキャン 3.2.7 42 

16 リモートコンピューターの証明書のインポート 3.2.8 46 

17 リモートコンピューターの証明書の削除 3.2.8 46 

18 リモート展開設定の指定 3.2.9 47 

19 Atrust Device Manager のサービス IP アドレスの選択 3.2.10 50 

20 Atrust Device Manager の自動ログアウトの設定 3.2.11 51 

21 Atrust Device Manager のデータベースソースの設定 3.2.12 52 

22 Atrust Device Manager のインターフェース言語の選択 3.2.13 54 

23 管理データベースのバックアップ 3.2.14 55 

24 データベースアーカイブファイルのダウンロード 3.2.15 56 

25 データベースアーカイブファイルのアップロード 3.2.15 56 

26 データベースアーカイブファイルの削除 3.2.15 56 

27 データベースアーカイブファイルの復元 3.2.16 58 

28 P2T ライセンスファイルのインポート 3.2.17 59 

29 自動実行タスクのスケジューリング 3.2.18 60 
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3.2.3 管理用アカウントの管理 

アカウントの作成 

管理用アカウントを作成するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「管理者アカウント」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにアカウント一覧が表示されます。 

 

 

 

3. 「追加」をクリックして、「追加」ウィンドウを開きます。 

 

4. 適切なユーザー/アカウント名とパスワードを入力します。 

 

 

 

 

初めて Atrust Device Manager にログインする場合は、クライアント管理用管
理者アカウントの作成を求められます。このアカウントはアカウント一覧で
指定します。 
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5. 「追加」をクリックして適用します。 

 

6. 新しく追加したアカウントがアカウント一覧に表示されます。 

 

 

アカウントの削除 

アカウントを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「管理者アカウント」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにアカウント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なアカウントをクリックして選択します。 

 
 

4. アカウント一覧の上にある「削除」をクリックします。 

 

5. 確認のための「削除」ウィンドウが表示されます。 

 

6. 「はい」をクリックして確定します。 

 

 

 

「権限」ドロップダウンメニューをクリックすると、Admin(管理者ユーザー)
または User(一般ユーザー)のどちらかのユーザータイプを選択できます。管
理者ユーザーは Atrust Device Manager にフルアクセスできるのに対し、一般
ユーザーは「シンクライアント」および「ログ」タブだけを表示することが
できます。 

 

複数のアカウントを削除するには、「Ctrl」を押しながら複数のアカウントを
クリックして選択します。 
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7. 選択したアカウントがアカウント一覧から削除されます。 

 

アカウントの調整 

既存のアカウントを調整するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「管理者アカウント」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにアカウント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なアカウントをクリックして選択します。 

 

4. 「編集」をクリックして、「編集」ウィンドウを開きます。 

 

5. 「インフォメーション」フィールドでパスワードまたは説明を調整します。 

 
 

6. 「修正」をクリックして適用します。 

 

  

 

「インフォメーション」フィールドで説明を追加または編集するだけの場合
は、選択したアカウントの現在のパスワードを入力する必要があります。 
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3.2.4 シンクライアントのファームウェアファイルの管理 

Atrust Device Manager を使用すると、クライアントのファームウェアをリモートから更新できます。作業を進める前に、

Atrust Device Manager に合ったバージョンのファームウェアファイルをインポートする必要があります。 

 

 

シンクライアントのファームウェアファイルのインポート 

シンクライアントのファームウェアファイルをインポートするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「ファームウェア」をクリックします。 

 

2. ファームウェア一覧が表示されます。 

 

 
 

3. ファームウェア一覧の上にある「ファームウェアのインポート」をクリックします。 

 

  

 

クライアントファームウェアのリモート更新手順について詳しくは、「3.4.24 
クライアントファームウェアの更新」(131 ページ)を参照してください。 

ゼロクライアントをアップグレードする場合は、シンクライアントのファー
ムウェアファイルではなくゼロクライアントのイメージファイルが必要で
す。ゼロクライアントのイメージファイルについて詳しくは、「3.2.5 ゼロク
ライアントのイメージファイルの管理」(37 ページ)を参照してください。 

 

Atrust Device Manager にファームウェアファイルをインポートしたことがな
い場合、ファームウェア一覧は空です。 
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4. 「ファームウェアのインポート」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 「Browse…」をクリックして適切なファームウェアファイルを指定し、「開く」をクリックして確定します。 

 
 

6. 「インポート」をクリックし、選択したファームウェアファイルのインポートを開始します。 

 

 

  

 

Atrust Device Manager はファイルチェックを自動的に実行し、ファイルがシ
ンクライアントにとって有効なファームウェアファイルであり、ファームウ
ェア一覧に重複がないことを確認します。 
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7. 完了後、インポートしたファームウェアファイルがファームウェア一覧のエントリーとして表示されます。 

 

 

シンクライアントのファームウェアファイルの削除 

シンクライアントのファームウェアファイルを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「ファームウェア」をクリックします。 

 

2. ファームウェア一覧が表示されます。 

 

3. クリックして適切なファームウェアファイルを選択し、ファームウェア一覧の上にある「ファームウェアを削除」を

クリックします。 

 

 

4. 確認のための「ファームウェアを削除」ウィンドウが表示されます。 

 

5. 「削除」をクリックして確定します。 

 

6. 完了後、選択したファームウェアファイルがファームウェア一覧から削除されます。 

 

シンクライアントのファームウェアファイルのスキャン 

ファームウェアスキャン機能は、ローカルまたはリモートファームウェアファイルの検索に役立ちます。この機能が必要

なシナリオは 2 つあります。最初のシナリオは、インポートしたローカルファームウェアファイルではなく、リモートフ

ァームウェアファイルでクライアントを更新することを選択した場合です。このシナリオでは、Atrust Device Manager の

使用可能なファームウェアのローカル一覧が、ファームウェアファイルを取得することを選択した別のコンピューター上

にあるファームウェアファイルのリモート一覧と同期していない場合があります。ファームウェアスキャン機能は、ロー

カル一覧をリモート一覧と同期できます。 

 

 

複数のファームウェアファイルを削除するには、「Ctrl」を押しながら複数の
ファイルをクリックして選択します。 

 

クライアント管理用の別のコンピューター上にあるリモートファームウェア
ファイルを使用するための Atrust Device Managerの設定手順について詳しく
は、「3.2.9 リモート展開設定の指定」(47 ページ)を参照してください。 
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もう 1 つのシナリオとして、別の Atrust Device Manager のインストールディレクトリから、使用している Atrust Device 

Manager の同じインストールディレクトリに、インポートしたファームウェアファイルのファイルセットをコピーする場

合、コピーしたファームウェアファイルがファームウェア一覧のエントリーとして表示されない場合があります。 

 
 

どちらのシナリオでも、ファームウェア一覧のエントリーをローカルまたはリモートファームウェアファイルに同期する

には、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「ファームウェア」をクリックします。 

 

2. ファームウェア一覧が表示されます。 

 

3. ファームウェア一覧の上にある「ファームウェアのスキャン」をクリックします。 

 

4. 完了後、ファームウェア一覧がローカルまたはリモートファームウェアファイルと同期されます。 

 

  

 

Atrust Device Manager のデフォルトのインストールディレクトリは、
C:¥Program Files (x86)¥ Atrust です。インポートしたファームウェアファイ
ルのファイルセットは、C:¥Program Files (x86)¥ Atrust¥firmware の最上位の
専用フォルダーに保存されます。 
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3.2.5 ゼロクライアントのイメージファイルの管理 

 

 

  

 

ゼロイメージファイルは、US310e で使用できません。ゼロクライアントは、
オペレーティングシステムがプリインストールされていないエンドポイン
トデバイスです。 
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3.2.6 WES パッケージファイルの管理 

WES(Windows Embedded Standard)パッケージファイルを使用すると、WES ベースのシンクライアントに対してアプリケ

ーションまたは言語パックをリモートインストールすることができます。 

 
 

WES パッケージファイルのインポート 

WES パッケージファイルをインポートするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「WES パッケージ」をクリックします。 

 

2. パッケージ一覧が表示されます。 

 

 
 

3. 一覧の上にある「パッケージのインポート」をクリックします。 

 

  

 

使用しているクライアントの Windows Embedded Standard バージョンが、複
数のユーザーインターフェースパックをサポートしていない場合もありま
す。この場合、クライアントに対して言語パックをインストールすると、表
示(ユーザーインターフェース)言語が新しい言語に変更されます。 

パッケージファイルを使用してWESクライアントをリモート更新する手順に
ついて詳しくは、「3.4.25 ソフトウェアパッケージのインストール」(133 ペ
ージ)を参照してください。 

 

Atrust Device ManagerにWESパッケージファイルをインポートしたことがな
い場合、パッケージ一覧は空です。 
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4. 「パッケージのインポート」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 「Browse…」をクリックして適切なパッケージファイルを指定し、「開く」をクリックして確定します。 

 
 

6. 「インポート」をクリックし、適切なパッケージファイルのインポートを開始します。 

 

 

  

 

Atrust Device Manager はファイルチェックを自動的に実行し、WES ベースの
クライアントにとって有効なパッケージファイルであり、パッケージ一覧に
重複がないことを確認します。 
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7. 完了後、インポートしたパッケージファイルがパッケージ一覧のエントリーとして表示されます。 

 

 

WES パッケージの削除 

WES パッケージファイルを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「WES パッケージ」をクリックします。 

 

2. パッケージ一覧が表示されます。 

 

3. クリックして適切なパッケージファイルを選択し、「パッケージを削除する」をクリックします。 

 

4. 確認のための「パッケージを削除する」ウィンドウが表示されます。 

 

5. 「削除」をクリックして確定します。 

 

6. 選択したパッケージファイルがパッケージ一覧から削除されます。 

 

WES パッケージのスキャン 

パッケージスキャン機能は、ローカルまたはリモート WES パッケージファイルの検索に役立ちます。この機能が必要なシ

ナリオは 2 つあります。最初のシナリオは、インポートしたローカルパッケージファイルではなく、リモートパッケージ

ファイルでクライアントを更新することを選択した場合です。このシナリオでは、Atrust Device Manager の使用可能なパ

ッケージのローカル一覧が、パッケージファイルを取得することを選択した別のコンピューター上にあるパッケージのリ

モート一覧と同期していない場合があります。パッケージスキャン機能は、ローカル一覧をリモート一覧と同期できます。 

 
 

もう 1 つのシナリオとして、別の Atrust Device Manager のインストールディレクトリから、使用している Atrust Device 

Manager の同じインストールディレクトリに、インポートしたパッケージファイルのファイルセットをコピーする場合、

 

クライアント管理用の別のコンピューター上にあるリモートパッケージファ
イルを使用するための Atrust Device Manager の設定手順について詳しくは、
「3.2.9 リモート展開設定の指定」(47 ページ)を参照してください。 
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コピーしたパッケージファイルがパッケージ一覧のエントリーとして表示されない場合があります。 

 

 

パッケージ一覧のエントリーをローカルまたはリモートパッケージファイルに同期するには、以下の手順を実行してくだ

さい。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「WES パッケージ」をクリックします。 

 

2. パッケージ一覧が表示されます。 

 

3. 一覧の上にある「パッケージをスキャン」をクリックします。 

 

4. 完了後、パッケージ一覧のエントリーとしてパッケージファイルが追加されます。 

 

  

 

Atrust Device Manager のデフォルトのインストールディレクトリは、
C:¥Program Files (x86)¥ Atrust です。インポートしたパッケージファイルの
ファイルセットは、C:¥Program Files (x86)¥ Atrust¥packages の最上位の専用
フォルダーに保存されます。 
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3.2.7 クライアントスナップショットの管理 

スナップショットは特定の時点におけるクライアントのシステムコピーで、一括展開およびシステムのバックアップと復

元に使用できます。 

 

 

クライアントスナップショットのエクスポート 

クライアントスナップショットをエクスポートするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「スナップショット」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにスナップショット一覧が表示されます。 

 
 

3. 適切なクライアントスナップショットをクリックして選択し、一覧の上にある「スナップショットをエクスポート」

をクリックします。 

 

4. 確認のための「スナップショットをエクスポート」ウィンドウが表示されます。 

 

5. 「エクスポート」をクリックして確定します。 

 

6. エクスポートしたファイルを開くか保存するかの選択を求めるウィンドウが表示されます。 

 

7. 「Save File」をクリックして選択した後、「OK」をクリックして確定します。 

 

8. 開かれたウィンドウで、エクスポートしたファイルの保存場所を選択し、「保存」をクリックして確定します。 

  

 

クライアントのシステムスナップショットを作成する手順について詳しく
は、「3.4.26 クライアントスナップショットの作成」(135 ページ)を参照して
ください。 

 

クライアントスナップショットを作成またはインポートしたことがない場
合、スナップショット一覧は空です。 
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クライアントスナップショットのインポート 

クライアントスナップショットをインポートするには、以下の手順を実行してください。 

 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「スナップショット」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにスナップショット一覧が表示されます。 

 

3. スナップショット一覧の上にある「スナップショットをインポート」をクリックします。 

 

4. 「スナップショットをインポート」ウィンドウが表示されます。 

 

5. 「Browse…」をクリックして適切なクライアントスナップショットを指定し、「Open」をクリックして確定します。 

 

 

6. 「インポート」をクリックし、適切なスナップショットのインポートを開始します。 

 

7. 完了後、スナップショット一覧のエントリーとしてスナップショットが表示されます。 

 

クライアントスナップショットの削除 

クライアントスナップショットを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「スナップショット」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにスナップショット一覧が表示されます。 

 

3. クリックして適切なスナップショットを選択し、一覧の上にある「スナップショットの削除」をクリックします。 

 

4. 確認のための「スナップショットの削除」ウィンドウが表示されます。 

 

そのコンピューターまたは別のコンピューター上の Atrust Device Managerで
作成してからエクスポートした適切なクライアントスナップショット(.zip 形
式)があることを確認します。 

 

Atrust Device Manager はファイルチェックを自動的に実行し、ファイルが有
効なスナップショットであり、スナップショット一覧に重複がないことを確
認します。 
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5. 「削除」をクリックして確定します。 

 

6. 選択したスナップショットがスナップショット一覧から削除されます。 

 

クライアントスナップショットのスキャン 

スナップショットスキャン機能は、ローカルまたはリモートクライアントスナップショットの検索に役立ちます。この機

能が必要なシナリオは 2 つあります。最初のシナリオは、インポートしたローカルスナップショットではなく、リモート

スナップショットでクライアントを復元することを選択した場合です。このシナリオでは、Atrust Device Manager の使用

可能なスナップショットのローカル一覧が、スナップショットを取得することを選択した別のコンピューター上にあるス

ナップショットのリモート一覧と同期していない場合があります。 

スナップショットスキャン機能は、ローカル一覧をリモート一覧と同期できます。 

 

 

もう 1 つのシナリオとして、別の Atrust Device Manager のインストールディレクトリから、使用している Atrust Device 

Manager の同じインストールディレクトリに、スナップショットファイルセットをコピーする場合、コピーしたスナップ

ショットがスナップショット一覧のエントリーとして表示されない場合があります。 

 

 

スナップショット一覧のエントリーをローカルまたはリモートスナップショットに同期するには、以下の手順を実行して

ください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「スナップショット」をクリックします。 

 

 

複数のスナップショットを削除するには、「Ctrl」を押しながら複数のファイ
ルをクリックして選択します。 

 

クライアント管理用の別のコンピューター上にあるリモートスナップショッ
トを使用するための Atrust Device Manager の設定手順について詳しくは、
「3.2.9 リモート展開設定の指定」(47 ページ)を参照してください。 

 

Atrust Device Manager のデフォルトのインストールディレクトリは、
C:¥Program Files (x86)¥ Atrust です。Atrust Device Manager を使用して作成
またはインポートしたすべてのスナップショットは、C:¥Program Files 
(x86)¥Atrust¥snapshot の最上位の専用フォルダーに保存されます。 
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2. 管理エリアにスナップショット一覧が表示されます。 

 

3. 一覧の上にある「スナップショットをスキャン」をクリックします。 

 

4. 完了後、スナップショット一覧のエントリーとしてスナップショットが追加されます。 
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3.2.8 リモートコンピューターの証明書の管理 

 

  

 

セキュリティ証明書のプッシュ送信は、US310e では使用できません。セキ
ュリティ証明書のプッシュ送信は Linux プラットフォームのクライアント
のみサポートされる機能です。 



第３章 Atrust Device Manager の使用 基本的な管理環境の整備 

 48 

3.2.9 リモート展開設定の指定 

Atrust Device Manager を使用すると、リモートコンピューターからシンクライアントの展開、保守、およびアップグレー

ドを実行できます。すべての必要なファイル(ファームウェア、スナップショット、またはパッケージファイル)の提供元は、

Atrust Device Manager がインストールされているコンピューターでも、必要なファイルが保存されている別のコンピュー

ターでも構いません。 

 

リモート展開の設定 

オプション 必要な処理 注記 

ローカルのアップデートおよびス

ナップショットの使用 

制御元 Atrust Device Manager がインストールされ

ているコンピューターで必要なファイルをすべて

インポートまたは作成します。 

デフォルト 

リモートのアップデートおよびス

ナップショットの使用 

別のコンピューターから必要なファイルをすべて

取得する設定を指定します。 

 

 
 

ローカルアップデートまたはスナップショットを使用したクライアントの保守または展開 

内部のアップデートまたはスナップショットでクライアントを保守または展開するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「配置サーバー」をクリックします。 

 

2. 管理エリアに「配置サーバー」ペインが表示されます。 

 

 

Atrust Device Manager では、デフォルトの場合、ローカルのアップデートお
よびスナップショットが使用されます。 
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3. 各セクション(「ファームウェア」、「スナップショット」、および「WES パッケージ」)でドロップダウンメニューを

クリックし、「内部サーバーを使用」を選択し、「保存」をクリックして適用します。 

 

リモートアップデートまたはスナップショットを使用したクライアントの保守または展開 

外部のアップデートまたはスナップショットでクライアントを保守または展開するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「配置」 > 「配置サーバー」をクリックします。 

 

2. 管理エリアに「配置サーバー」ペインが表示されます。 

 

3. 1 つのセクション(「ファームウェア」、「スナップショット」、および「WES パッケージ」)でドロップダウンメニュー

をクリックし、「外部サーバーを使用」を選択します。新しい設定フィールドが表示されます。 
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4. 「ファームウェア」/「スナップショット」/「WES パッケージ」URL フィールドで、元の URL の「YourServerIP」を、

アップデートとスナップショットを取得する別のコンピューターの IP アドレスに置き換え、デフォルトアカウント情

報(ユーザー名「user」、パスワード「secret」)を入力し、「保存」をクリックして適用します。 
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3.2.10 Atrust Device Manager のサービス IP の選択 

Atrust Device Manager のサービス IP アドレスを選択するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「システム設定」 > 「一般設定」をクリックします。 

 

2. 使用可能なサービス IP アドレスのドロップダウンリストをクリックし、適切な IP アドレスを選択します。 

 

 

3. 「保存」をクリックして適用します。 

 

 
 

  

 

Atrust Device Manager のサービス IP には固定 IP アドレスを使用することを
強くお勧めします。サービス IP を変更すると、すべての管理対象クライアン
トが管理不能になる場合があります。Atrust Device Manager がインストール
されているコンピューターの IP アドレスを変更する場合は、ここのサービス
IP 設定が新しい IP アドレスと矛盾しないことを確認してください。 

 

サービス IP を変更すると、管理コンソールへのログイン時に新しいサービス
IP の選択を促されます。 
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3.2.11 Atrust Device Manager の自動ログアウトの設定 

Atrust Device Manager では、自動ログアウトを設定して管理コンソールのセキュリティを強化することができます。自動

ログアウトを設定すると、特定の時間アイドル状態になった場合、セッションが自動的に終了されます。 

 
 

Atrust Device Manager の自動ログアウトを設定するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「システム設定」 > 「一般設定」をクリックします。 

 

2. ドロップダウンメニューをクリックして、適切なアイドル時間を選択します。 

 

 

3. 「保存」をクリックして適用します。 

  

 

デフォルトでは、管理セッションが自動的にログアウトされることはありま
せん。 
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3.2.12 Atrust Device Manager のデータベースソースの設定 

Atrust Device Manager で管理データベースを格納する場合は、Atrust Device Manager がインストールされているコンピュ

ーターに、または別のコンピューターにデータベースを格納する 2 通りの方法があります。管理データベースは、デフォ

ルトでは、Atrust Device Manager がインストールされているコンピューターに格納されます。 

 

ローカル管理データベースの使用 

ローカル管理データベースを使用するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「システム設定」 > 「外部データベース」をクリックします。 

 

2. 管理エリアに「外部データベース」ペインが表示されます。 

 

3. ドロップダウンメニューをクリックして、「いいえ」を選択します。 

 

 

外部管理データベースの使用 

外部の中央管理データベースを使用するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「システム設定」 > 「外部データベース」をクリックします。 

 

2. 管理エリアに「外部データベース」ペインが表示されます。 

 

3. 「データベース」セクションでドロップダウンメニューをクリックして、「はい」を選択します。 
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4. 新しいフィールドを含む新しいセクションが、設定用に表示されます。 

 

 

 

5. 「設定」セクションでドロップダウンメニューをクリックしてデータベース管理システムの種類を選択し、データベ

ースサーバーの IP アドレス、ポート番号、およびデータベースの名前を入力します。 

 

6. 「認証」セクションで、データベースにアクセスするためのユーザー名とパスワードを入力します。 

 

7. 「データベースのチェック」をクリックし、リモートデータベースに接続します。 

  

 

サポートされているデータベース管理システムは、PostgreSQL、MySQL、
MsSQL(Microsoft SQL Server)、および Oracle(Oracle データベース)です。 

適切なデータベース管理システムを設定していることを確認してください。 



第３章 Atrust Device Manager の使用 基本的な管理環境の整備 

 55 

3.2.13 Atrust Device Manager のインターフェース言語の選択 

Atrust Device Manager のインターフェース言語を選択するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「システム設定」 > 「言語」をクリックします。 

 

2. 管理エリアに「システム言語」ペインが表示されます。 

 

3. 使用可能な言語のドロップダウンリストをクリックし、適切なインターフェース言語を選択します。 

 

4. 「保存」をクリックして適用します。 
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3.2.14 管理データベースのバックアップ 

Atrust Device Manager の管理データベースをバックアップするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「バックアップと復元」をクリックします。 

 

2. 「データベースバックアップ」セクションで、適切なファイル名プリフィックスを入力します。 

 

 

 

3. 「バックアップ」をクリックし、管理データベースとクライアント証明書のコピーを格納します。 

 

4. 完了後、「データベースアーカイブ管理」セクションの「アーカイブファイルを選択」ドロップダウンメニューの一番

上にバックアップファイルが表示されます。 

 

 

  

 

「ディレクトリ」フィールドに示されているとおり、バックアップファイル
はデフォルトディレクトリに格納されます。バックアップファイルの名前を
変更する場合は、ファイルを指定して名前を変更します。 
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3.2.15 データベースアーカイブファイルの管理 

データベースアーカイブファイルのダウンロード 

データベースアーカイブファイルをダウンロードするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「バックアップと復元」をクリックします。 

 

2. 「データベースアーカイブ管理」セクションで「アーカイブファイルを選択」ドロップダウンメニューをクリックし、

適切なデータベースアーカイブファイルを選択して、「ダウンロード」をクリックします。 

 

3. 「Save File」チェックボックスをクリックしてオンにした後、「OK」をクリックして確定します。 

 

 

4. 開かれたウィンドウで適切な場所に移動し、「保存」をクリックしてファイルを格納します。 

 

データベースアーカイブファイルのアップロード 

データベースアーカイブファイルをアップロードするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「バックアップと復元」をクリックします。 

 

2. 「データベースアーカイブ管理」セクションで「アップロード」をクリックし、「ファイルアップロード」ウィンドウ

を開きます。 

 

3. 適切なデータベースアーカイブファイルを指定した後、「OK」をクリックして確定します。 

 

4. 「アーカイブファイルを選択」ドロップダウンメニューにファイルが追加されます。 
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データベースアーカイブファイルの削除 

データベースアーカイブファイルを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「バックアップと復元」をクリックします。 

 

2. 「データベースアーカイブ管理」セクションでドロップダウンメニューをクリックし、適切なアーカイブファイルを

選択します。 

 

3. 「削除」をクリックし、選択したファイルを削除します。 
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3.2.16 データベースアーカイブファイルの復元 

データベースアーカイブファイルを復元するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「バックアップと復元」をクリックします。 

 

2. 「データベースアーカイブ管理」セクションでドロップダウンメニューをクリックし、適切なアーカイブファイルを

選択します。 

 

 

3. 「復元」をクリックして Atrust Device Manager の管理データベースを適切な状態に戻します。 
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3.2.17 P2T ライセンスファイルの管理 

 

 

  

 

本機能は非サポートです。 
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3.2.18 自動実行タスクのスケジューリング 

Atrust Device Manager では、特定の時点でタスクを自動実行するスケジュールを作成し、管理対象エンドポイントデバイ

スの保守タスクをスケジューリングして自動的に実行できます。 

 

自動実行タスクをスケジューリングするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システム」タブで「タスクスケジュール」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにタスク一覧が表示されます。 

 

 
 

3. タスク一覧の上にある「追加」をクリックします。 

 

4. 管理エリアに「タスクスケジュールを追加」ペインが表示されます。 

 

 

  

 

自動実行タスクを作成したことがない場合、タスク一覧は空です。 
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5. 「スケジュール」タブで、開始日時、繰り返し方法、タスクコメントなどを入力するか、クリックして選択します。 

 

 

6. 「詳細」タブで「追加」をクリックし、処理を指定します。 

 

 

 

  

 

1 つのタスクは 1 つ以上の処理で構成されます。 
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7. 「追加」ウィンドウで、処理の順序、種類、実行済みの処理、処理コメントなどを入力するか、クリックして選択し、

「OK」をクリックして確定します。 
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8. 完了後、処理一覧に処理が追加されます。 

 

 

9. 「保存」をクリックして確定します。タスク一覧にタスクエントリーが追加されます。 
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3.3 管理対象グループへのクライアントの追加 

3.3.1 「スキャン」タブの概要 

「スキャン」タブでは、現在の Atrust Device Manager インスタンスが管理していないクライアントを含め、ローカルネッ

トワークで管理対象になっていないクライアントを検出できます。「スキャン」タブの機能にアクセスするには、Atrust 

Device Manager でこのタブをクリックします。 

図 3 「スキャン」タブの概要 

 

 

インターフェース要素 

番号 名称 説明 

1 ナビゲーションエリア 適切なクライアント検出方法を確認する場合にクリックします。 

2 管理エリア IP 範囲一覧または検出されたクライアントを管理します。 

 

3.3.2 使用可能なタスク一覧 

番号 使用可能なタスク 参照先 ページ 

1 ローカルネットワーク全範囲におけるクライアントの検出 3.3.4 66 

2 指定範囲の IP アドレスにおけるクライアントの検出 3.3.5 68 

3 あらかじめ設定されている IP 範囲一覧を使用したクライアントの検出 
3.3.6 

3.3.7 

70 

72 

 

  

1 
2 
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3.3.3 クライアントの検出と管理 

出荷時のデフォルトでは、クライアントは Atrust Device Manager によって管理されていません。Atrust Device Manager

でクライアントを管理するには、まず管理対象になっていないクライアントをローカルネットワークで検出し、Atrust 

Device Manager の管理対象グループに追加する必要があります。 

 

 

ローカルネットワークでシンクライアントを検索する場合、「スキャン」タブで提供されている複数のクライアント検出オ

プションを使用できます。 

 

下の表は、ローカルネットワークでクライアントを検出するための必要条件と方法を示しています。 

 

種類 モデル 必要条件 方法 参照先 ページ 

シンクラ

イアント 
US310e 

 クライアントがローカルネットワークに接続されて

いること 

 クライアントの電源が投入されていること 

手動スキャン 3.3.4 

3.3.5 

3.3.6 

66 

68 

70 

 
 

  

 

シンクライアントは電源を ON するだけで、自動検出されるわけではありま
せん。かならず Atrust Device Manager 上で手動スキャンを実行する必要が
あります。 

 

Atrust Device Manager がインストールされているコンピューターがローカル
ネットワークに接続している場合は、Atrust Device Manager がローカルネッ
トワークに接続されています。 

Atrust Device Manager の管理対象グループにクライアントを追加した後は、
クライアントのリモート管理を開始できます。クライアントのリモート管理
手順について詳しくは、「3.4 すべてのクライアントの管理」(74 ページ)を参
照してください。 
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3.3.4 ローカルネットワーク全範囲におけるクライアントの検出 

管理対象になっていないクライアントをローカルネットワークの全範囲で検出し、必要なクライアントを Atrust Device 

Manager の管理対象グループに追加するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「スキャン」タブで「ローカルネットワークをスキャン」チェックボックスをクリックしてオンにします。 

 

 

2. 「スキャンの開始」をクリックします。 

 

3. 完了後、検出されたクライアントが管理エリアに一覧表示されます。 

 

 

4. クライアント一覧の上にあるドロップダウンメニューから適切なクライアント、追加先のクライアントグループを選

択し、「グループに追加」をクリックします。 

 
 

  

 

デフォルトのクライアントグループは、Ungrouped です。クライアントのグ
ループは、後で変更できます。新しいクライアントグループを作成するには、
「3.4.4 クライアントグループの作成」(77 ページ)を参照してください。 

複数のクライアントは、各クライアントをクリックして選択するだけで選択
できます。クライアント一覧の上にある「すべてを選択」および「すべての
選択を解除」を使用して、クライアントの選択または選択解除を実行するこ
ともできます。 
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5. 完了後、クライアントは Atrust Device Manager によって管理されます。 

 
 

  

 

(Ungrouped を含む)どのグループにクライアントを追加した場合でも、いっ
たん「グループに追加」の実行に成功すると、クライアントは Atrust Device 
Manager によって管理されます。 
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3.3.5 指定範囲の IP アドレスにおけるクライアントの検出 

指定範囲の IP アドレスで管理対象になっていないクライアントを検出し、必要なクライアントを Atrust Device Manager

の管理対象グループに追加するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「スキャン」タブで「IP 範囲でスキャン」チェックボックスをクリックしてオンにします。 

 

2. IP 範囲フィールドが表示されます。 

 

 

3. 適切な IP 範囲を入力し、「スキャンの開始」をクリックします。 

 

4. 完了後、検出されたクライアントが管理エリアに一覧表示されます。 

 

 

  



第３章 Atrust Device Manager の使用 管理対象グループへのクライアントの追加 

 70 

5. クライアント一覧の上にあるドロップダウンメニューから適切なクライアント、追加先のクライアントグループを選

択し、「グループに追加」をクリックします。 

 
 

6. 完了後、クライアントは Atrust Device Manager によって管理されます。 

 

 

  

 

デフォルトのクライアントグループは、Ungrouped です。クライアントのグ
ループは、後で変更できます。新しいクライアントグループを作成するには、
「3.4.4 クライアントグループの作成」(77 ページ)を参照してください。 

複数のクライアントは、各クライアントをクリックして選択するだけで選択
できます。クライアント一覧の上にある「すべてを選択」および「すべての
選択を解除」を使用して、クライアントの選択または選択解除を実行するこ
ともできます。 

 

(Ungrouped を含む)どのグループにクライアントを追加した場合でも、いっ
たん「グループに追加」の実行に成功すると、クライアントは Atrust Device 
Manager によって管理されます。 
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3.3.6 IP 範囲一覧の作成と管理 

ローカルネットワークに対して複数の IP 範囲を定義し、必要に応じて特定の IP アドレス範囲内で管理対象になっていな

いクライアントを検出することができます。 

 

IP 範囲一覧の作成 

IP 範囲一覧を作成するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「スキャン」タブで「IP 範囲のリストでスキャン」チェックボックスをクリックしてオンにします。 

 

2. IP 範囲一覧の上にある「追加」をクリックします。 

 

 

3. 「追加」ウィンドウが表示されます。 

 

4. この IP 範囲エントリーの名前を入力し、「開始」および「終了」フィールドを使用して適切な IP 範囲を指定します。 

 

 

5. 「保存」をクリックして、この範囲エントリーを追加します。 

 

6. 手順 2～5 を繰り返し、IP 範囲一覧に他の範囲エントリーを追加します。 

 

IP 範囲一覧の管理 

IP 範囲一覧を管理するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「スキャン」タブで「IP 範囲のリストでスキャン」チェックボックスをクリックしてオンにします。 

 

2. 管理エリアに IP 範囲一覧が表示されます。 
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3. 「追加」、「編集」、または「削除」をクリックし、IP 範囲一覧に変更を加えます。 
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3.3.7 あらかじめ設定されている IP 範囲一覧を使用したクライアントの検出 

あらかじめ設定されている IP 範囲一覧を使用して管理対象になっていないクライアントを検出し、必要なクライアントを

Atrust Device Manager の管理対象グループに追加するには、以下の手順を実行してください。 

 
 

1. 「スキャン」タブで「IP 範囲のリストでスキャン」チェックボックスをクリックしてオンにします。 

 

2. 管理エリアに IP 範囲一覧が表示されます。 

 

3. 適切な IP 範囲をクリックして選択した後、「スキャン」をクリックして管理対象になっていないクライアントを範囲

内で検索します。 

 

 

4. シンクライアントの検索中は、選択した IP 範囲が右に示されます。 

 

 

  

 

IP 範囲一覧を作成していない場合は、「3.3.6 IP 範囲一覧の作成と管理」(70
ページ)の手順を参照してください。 
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5. 完了後、検出されたクライアントが管理エリアに一覧表示されます。 

 

 

6. クライアント一覧の上にあるドロップダウンメニューから適切なクライアント、追加先のクライアントグループを選

択し、「グループに追加」をクリックします。 

 
 

7. 完了後、クライアントは Atrust Device Manager によって管理されます。 

 

 

  

 

デフォルトのクライアントグループは、Ungrouped です。クライアントのグ
ループは、後で変更できます。新しいクライアントグループを作成するには、
「3.4.4 クライアントグループの作成」(78 ページ)を参照してください。 

複数のクライアントは、各クライアントをクリックして選択するだけで選択
できます。クライアント一覧の上にある「すべてを選択」および「すべての
選択を解除」を使用して、クライアントの選択または選択解除を実行するこ
ともできます。 

 

(Ungrouped を含む)どのグループにクライアントを追加した場合でも、いっ
たん「グループに追加」の実行に成功すると、クライアントは Atrust Device 
Manager によって管理されます。 
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3.4 すべてのクライアントの管理 

3.4.1 「シンクライアント」タブの概要 

「シンクライアント」タブは、すべてのクライアントを管理するために役立ちます。「シンクライアント」タブの機能にア

クセスするには、Atrust Device Manager でこのタブをクリックします。 

図 4 「シンクライアント」タブの概要 

 

 

インターフェース要素 

番号 名称 説明 

1 ナビゲーションエリア 適切な管理項目にアクセスする場合にクリックします。 

2 管理エリア 
必要なタスクを実行する、適切な設定を指定する、または選択した項目で入手で

きる関連情報を表示する場合に選択します。 

 

  

1 2 
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3.4.2 使用可能なタスク一覧 

番号 使用可能なタスク 参照先 ページ 

1 ゼロクライアントの使用準備 3.4.3 76 

2 クライアントグループの作成 3.4.4 77 

3 クライアントグループの管理 3.4.5 78 

4 グループ内のクライアントの管理 
3.4.6 

3.4.7 

80 

82 

5 設定プロファイルグループの作成 3.4.10 86 

6 設定プロファイルグループの管理 3.4.11 88 

7 クライアント設定プロファイルの作成 3.4.12 90 

8 クライアント設定プロファイルの管理 3.4.13 95 

9 個別クライアント設定の使用 3.4.14 100 

10 ハイブリッドクライアント設定の使用 3.4.15 102 

11 ローカルネットワークを介したクライアントへの設定のプッシュ送信 3.4.16 104 

12 ローカルネットワークを介したクライアントからの設定のプル 3.4.17 109 

13 リモートコンピューターの証明書のクライアントへのプッシュ送信 3.4.18 113 

14 クライアントへのメッセージの送信 3.4.19 114 

15 クライアントの基本情報の編集または表示 3.4.20 116 

16 ローカルネットワークを介したクライアントの再起動 3.4.21 118 

17 ローカルネットワークを介したクライアントのシャットダウン 3.4.22 122 

18 ローカルネットワークを介したクライアントのスリープモードの解除 3.4.23 126 

19 クライアントファームウェアの更新 3.4.24 131 

20 ソフトウェアパッケージのインストール 3.4.25 133 

21 クライアントスナップショットの作成 3.4.26 135 

22 クライアントスナップショットの復元 3.4.27 137 

23 クライアントユーザーのリモート支援 3.4.28 138 

24 クライアントのリモート監視 3.4.28 138 

25 クライアントのリモート制御 3.4.28 138 

26 クライアントデータのエクスポート 3.4.29 141 

27 
クイックサーチを使用したプロファイルまたは管理対象クライアント

の検出 
3.4.30 142 

28 フィルターを使用した管理対象クライアントの検出 3.4.31 144 

29 クライアントフィルターの管理 3.4.32 147 
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3.4.3 ゼロクライアントの使用準備 

 

 

  

 

「シンクライアント」タブの「管理されていないゼロクライアント」機能は
非サポートです。ゼロクライアントは、オペレーティングシステムがプリイ
ンストールされていないエンドポイントデバイスです。 
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3.4.4 クライアントグループの作成 

管理しやすいようにクライアントをまとめるためのクライアントグループを作成できます。 

 
 

クライアントグループを作成するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで「シンクライアント」をクリックします。 

 

2. 管理エリアの上にある「Add Group」をクリックします。 

 

 

3. グループ名を求める「シンクライアントグループの追加」ウィンドウが表示されます。 

 

 

4. 任意の名前を入力し、「OK」をクリックして確定します。 

 

5. 新しく作成したグループがクライアントグループ一覧に表示されます。 

 

 

  

 

デフォルトのクライアントグループは、Ungrouped です。クライアントのグ
ループは、必要に応じて変更できます。 
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3.4.5 クライアントグループの管理 

クライアントグループ名の変更 

クライアントグループの名前を変更するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで「シンクライアント」をクリックします。 

 

2. クライアントグループ一覧で適切なクライアントグループをクリックして選択し、クライアントグループ一覧の上に

ある「名前の変更」をクリックします。 

 

3. 選択したクライアントグループの新しい名前を求める「名前の変更」ウィンドウが表示されます。 

 

4. グループの新しい名前を入力し、「OK」をクリックして確定します。 

 

クライアントグループの削除 

クライアントグループを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで「シンクライアント」をクリックします。 

 

2. クライアントグループ一覧で適切なクライアントグループをクリックして選択し、クライアントグループ一覧の上に

ある「削除」をクリックします。 

 

3. 確認のための「削除」ウィンドウが表示されます。 

 

 

 このグループ内のすべてのクライアントを残すには、「グループ内の端末情報も全て削除する」チェックボック

スをオフにしたまま、「はい」をクリックして確定します。このグループ内のすべてのクライアントが、

Ungrouped(システムデフォルト)に移動されます。 

 

 このグループ内のすべてのクライアントも削除する場合は、「グループ内の端末情報も全て削除する」チェック

ボックスをクリックしてオンにし、「はい」をクリックして確定します。このグループ内のすべてのクライアン

トが、Atrust Device Manager から削除されます。 
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4. クライアントグループが削除されます。 

 

  

 

Atrust Device Managerからクライアントを削除すると、クライアントはAtrust 
Device Manager の管理から解放されます。 
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3.4.6 クライアントの別のグループへの移動 

クライアントを別のグループに移動するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックして、「コマンド」

メニューを開きます。 

 

 
 

  

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら複数のクライアン
トをクリックするか、「すべてを選択」を使用します。 
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3. 「移動」をクリックして、「移動」ウィンドウを開きます。 

 

 

4. 適切なグループをクリックして選択し、「OK」をクリックして確定します。 
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3.4.7 グループからのクライアントの削除 

グループからクライアントを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「削除」をクリックします。 

 
 

3. 確認のためのメッセージが表示されます。 

 

4. 「OK」をクリックして確定します。 

 
 

  

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら複数のクライアン
トをクリックするか、「すべてを選択」を使用します。 

 

Atrust Device Managerからクライアントを削除すると、クライアントはAtrust 
Device Manager の管理から解放されます。 
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3.4.8 クライアントステータスアイコンの理解 

クライアントグループまたはフィルターのクライアント一覧では、クライアントの現在の状態を示すクライアントステー

タスアイコンが、各クライアントの前に表示されています。 

 

 
 

ステータスアイコンは、クライアントの状態に応じて変化します。以下の 6 種類のアイコンが提供されています。 

クライアントステータスアイコンの理解 

状態 アイコン 説明 

オンライン  その時点でクライアントがオンであることを示します。 

オフライン  その時点でクライアントがオフであることを示します。 

要再起動  設定変更を有効にするにはクライアントを再起動する必要があることを示します。 

変更あり  

Atrust Device Manager でクライアント設定が変更されており、クライアントに変

更をプッシュ送信する必要があることを示します。 

プッシュ送信済み  

Atrust Device Manager が設定変更をクライアントにプッシュ送信したことを示し

ます。 

不明  

管理対象クライアントが追加され、Atrust Device Manager の別のインスタンスに

よって管理されていることを示します。 

 
 

  

 

フィルターを使用すると、Atrust Device Manager で特定のクライアントセッ
トにすばやくアクセスし、これらを管理できます。フィルターについて詳し
くは、「3.4.31 フィルターを使用したクライアントの検出」(144 ページ)を参
照してください。 

 

アイコンの上にマウスポインターを置くと、ヒントがポップアップ表示され
ます。 
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3.4.9 クライアント設定 

デスクトップ仮想化ソリューションは、ユーザー状態の仮想化、アプリケーションの仮想化、セッションベースの仮想化、

仮想マシンベースの仮想化、さらにはハイブリッドアプローチとさまざまな形で提供されています。NEC シンクライアン

トは、さまざまな形式とニーズに対応しています。ただし、IT インフラストラクチャー内でクライアントデバイスの使用

準備を整えるには、クライアント設定をカスタマイズして、デスクトップ仮想化プランの固有のニーズを満たす必要があ

る場合もあります。 

 

さらに、異なる部署、部門、または地域のシンクライアントデバイスについて、コンピューターリソースとアクセス権限

を変更したい場合もあります。コンピューターリソースとアクセス権限に関する特定の種類のポリシーを満たすために、

クライアント設定のカスタマイズが必要な場合もあります。 

 
 

クライアント設定のリモートおよびローカル管理 

クライアント設定は、ローカルまたはリモートで指定できます。Atrust Device Manager(ADM)を使用すると、ローカルネッ

トワークを介してリモートからクライアント設定を指定できます。Atrust Client Setup(ACS)を使用すると、特定のクライア

ントでクライアント設定をローカルに指定できます。 

 
 

クライアント上でローカルにしか使用できないクライアント設定もあります。Atrust Client Setup(ACS)コンソールを使用す

ると、これらの設定をローカルで指定できます。ローカルでだけ使用できるクライアント設定の詳しい一覧については、

「4.2 クライアント設定一覧」(156 ページ)を参照してください。 

 

グループ設定と個別設定 

Atrust Device Manager(ADM)では、クライアントにグループ設定(プロファイル)、個別設定、またはこの両方を組み合わせ

た設定を適用し、動作環境を設定することができます。Atrust Client Setup(ACS)を使用すると、クライアント向けに適切な

個別設定も作成できます。 

 

使用可能なタブと設定項目は、クライアントモデル、ファームウェアバージ
ョン、および使用オペレーティングシステムによって異なる場合があります。
詳しくは、「4 クライアント設定の指定」(154 ページ)を参照してください。 

 

Atrust Client Setup(ACS)コンソールは、ほぼすべての Atrust クライアント製
品に組み込まれているツールです。このツールを使用すると、クライアント
上でローカルにクライアント設定を指定できます。 
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方法 設定の種類 コンソール 参照先 ページ 

ローカル 

ローカル設定 
Atrust Client Setup(ACS) 4.2 

4.5 

156 

162 

個別設定 
Atrust Client Setup(ACS) 4.2 

4.5 

156 

162 

リモート 
グループ設定 Atrust Device Manager(ADM) 3.4.12 90 

個別設定 Atrust Device Manager(ADM) 3.4.14 100 

 

クライアント設定の詳細な手順については、上記の関連セクションを参照してください。 

 

設定値のロック 

Atrust Device Manager では、設定値をロックすることもできます。設定値をロックすると、設定値のグ

レーの鍵   アイコンが、鍵のかかった青(   )またはオレンジ(   )の鍵アイコンになります。ク

ライアント設定をクライアントでローカル管理している場合は、Atrust Client Setup で設定値をロックす

ることはできません。 

 

Atrust Device Manager では、青の鍵   アイコンが、対応する設定項目の現在値がグループ設定の

ものであることを示します。オレンジの鍵   アイコンは、値またはデータが個別設定のものであ

ることを示します。 

  

 

グループ設定(プロファイル)は、クライアントの集合に共有されるクライアン
ト設定の集合です。 

個別設定は、1 台のクライアントにだけ適用されるクライアント設定の集合
です。 

ハイブリッド設定は、グループ設定と個別設定を組み合わせたものです。 

ADM または ACS を使用してク

ライアントに適用される個別設

定 

図 5  クライアント設定 

ACS を使用してクライアントに

適用されるローカル設定 

ADM を使用してクライアント

に適用されるグループ設定(プ

ロファイル) 
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3.4.10 設定プロファイルグループの作成 

設定プロファイル(グループ設定)は、クライアントの集合に共有されるクライアント設定の集合です。設定プロファイル(グ

ループ設定)により、クライアント設定をまとめて指定できます。 

 

設定プロファイルグループは、管理しやすいようにまとめられたプロファイルの集合です。 

 
 

設定プロファイルグループを作成するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックします。 

 

2. プロファイルグループ一覧が表示されます。 

 

 
 

3. プロファイルグループ一覧の上にある「グループの追加」をクリックします。 

 

4. プロファイルグループ名を求める「プロファイルグループを追加」ウィンドウが表示されます。 

 

  

 

設定プロファイルを作成するには、まず、新しいプロファイルが所属するプ
ロファイルグループを選択または作成する必要があります。システムデフォ
ルト(Ungrouped)を使用して、必要に応じて後でプロファイルのグループを変
更することも可能です。 

 

Ungrouped は、システムのデフォルトグループです。 
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5. プロファイルグループにつける名前を入力し、「OK」をクリックして確定します。 

 

 

6. 新しく作成したプロファイルグループがプロファイルグループ一覧に表示されます。 
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3.4.11 設定プロファイルグループの管理 

設定プロファイルグループ名の変更 

設定プロファイルグループ名を変更するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックします。 

 

2. プロファイルグループ一覧で適切なプロファイルグループをクリックして選択し、一覧の上にある「名前の変更」を

クリックします。 

 

3. 新しい名前を求める「名前の変更」ウィンドウが表示されます。 

 

 

4. プロファイルグループの新しい名前を入力し、「OK」をクリックして確定します。 

 

設定プロファイルグループの削除 

設定プロファイルグループを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックします。 

 

2. プロファイルグループ一覧で適切なプロファイルグループをクリックして選択し、一覧の上にある「削除」をクリッ

クします。 

 

3. 新しい名前を求める「削除」ウィンドウが表示されます。 

 

 

 このグループ内のすべての設定プロファイルを残すには、「グループ内の端末情報も全て削除する」チェックボ

ックスをオフにしたまま、「はい」をクリックして確定します。このグループ内のすべての設定プロファイルが、

Ungrouped(システムデフォルト)に移動されます。 
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 このグループ内のすべての設定プロファイルも削除する場合は、「グループ内の端末情報も全て削除する」チェ

ックボックスをクリックしてオンにし、「はい」をクリックして確定します。このグループ内のすべての設定プ

ロファイルが、削除されます。 

 
  

 

設定プロファイルは、クライアントの集合に共有されるクライアント設定の
集合です。設定プロファイルを削除すると、対応するクライアントのクライ
アント設定が変更されます。 
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3.4.12 クライアント設定プロファイルの作成 

設定プロファイル(グループ設定)は、クライアントのグループに共有されるクライアント設定の集合です。設定プロファイ

ルにより、クライアント設定をリモートからまとめて指定できます。 

 
 

明確な設定プロファイルの作成手順は、以下の 2 つの手順で簡単に示すことができます。 

 

手順 1:共有クライアント設定の集合(グループ設定)の作成 

手順 2:設定プロファイルの適用可能範囲の指定 

 

手順 1:共有クライアント設定の集合の作成 

クライアント設定プロファイル(グループ設定)を作成するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックして「プロファイルグループ」ツリーを展開し、プロファ

イルグループをクリックして選択します。 

 

 

2. プロファイル一覧の上にある「追加」をクリックします。 

 

 

  

 

クライアント設定の基本を理解するには、「3.4.9 クライアント設定」(84 ペ
ージ)を参照してください。 

 

まず、新しいプロファイルが所属するプロファイルグループを選択する必要
があります。システムデフォルト(Ungrouped)を使用して、必要に応じて後で
グループを変更することも可能です。プロファイルグループを作成する詳細
な手順については、「3.4.10 設定プロファイルグループの作成」(86 ページ)
を参照してください。 
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3. 名前、説明、適用可能なプラットフォーム、およびモデルを求める「追加」ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

4. 適切な名前、説明を入力し、適用可能なプラットフォームとモデルを選択し、「保存」をクリックして確定します。 

 

5. プロファイル(グループ設定)用の「設定(プロファイル)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

6. このウィンドウを使用して、このプロファイルのクライアント設定を編集します。 

 

 

アスタリスクの付いたフィールドは、必須フィールドです。 

 

プロファイル(グループ設定)用の「設定(プロファイル)」ウィンドウは、クラ
イアント上の Atrust Client Setup のリモートバージョンとまったく同じです。
このウィンドウを使用すると、この設定プロファイルのクライアント設定を
簡単に編集できます。クライアント設定を指定する詳細な手順については、
「クライアント設定の指定」(154 ページ)を参照してください。 
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7. 完了後、ウィンドウを閉じます。 

 

8. 新しく作成された設定プロファイルがプロファイル一覧に追加されます。 

 

手順 2:設定プロファイルの適用可能範囲の指定 

設定プロファイルの適用可能範囲を指定するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 新しく作成したプロファイルをクリックして選択し、プロファイル一覧の上にある「編集」をクリックして、プロフ

ァイルの適用可能範囲を指定します。 

 

2. 管理エリアに「プロファイル情報」および「使用可能なクライアント」ペインの両方が表示されます。 

 

 

3. 「使用可能なクライアント」ペインの右上にある をクリックします。 

 

4. 「Select Clients」ウィンドウが表示されます。この設定プロファイルの適用可能範囲を指定するためのこのウィンド

ウでは、クライアントグループと個々のクライアントのツリービューが表示されます。 
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5. 矢印をクリックしてツリーを展開し、適切なクライアントグループまたは個々のクライアントをクリックして選択し

ます。 

 

 クライアントグループのすべてのクライアントを選択するには、グループをクリックして選択します。 

 

 クライアントグループで複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアントをクリッ

クして選択します。 

 

 
 

6. 完了後、「OK」をクリックして適用可能クライアントの選択を確定します。 

 

  

 

クライアントグループと個々のクライアントのツリービューは、「シンクライ
アント」タブで設定したクライアントグループと個々のクライアントに完全
に対応します。クライアントグループの作成およびグループへのクライアン
トの追加手順について詳しくは、「3.4.4 クライアントグループの作成」(77
ページ)と「3.3.3 クライアントの検出と管理」(65 ページ)を参照してくださ
い。 

1 台のクライアントは、1 つの設定プロファイルにだけ関連づけることができ
ます。新しい設定プロファイルにクライアントを関連づけると、そのクライ
アントは古い設定プロファイルからは自動的に削除されます。 

クライアントをプロファイルに関連づけても、クライアントの設定が実際に
変更されるわけではありません。変更を有効にするには、クライアントに設
定をプッシュ送信する必要があります(再起動も必要な場合があります)。クラ
イアントに設定をプッシュ送信する手順について詳しくは、「3.4.16 ローカル
ネットワークを介したクライアントへの設定のプッシュ送信」(104 ページ)
を参照してください。 
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7. 「プロファイル情報」ペインで「保存」をクリックし、適用可能範囲の指定を完了します。 

 

 

  

 

複数のクライアントのリモート設定に実際に使用されるのは、明確な設定プ
ロファイルだけです。設定プロファイルの適用可能範囲が指定されていない
場合、プロファイル(グループ設定)の影響はどのクライアントにも及びませ
ん。 

これ以降、共有設定プロファイルの適用によるクライアント設定をグループ
設定と呼びます。 
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3.4.13 クライアント設定プロファイルの管理 

設定プロファイルの調整 

設定プロファイル(グループ設定)を編集するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックして「プロファイルグループ」ツリーを展開し、適切な設

定プロファイルが所属するプロファイルグループをクリックします。 

 

2. 管理エリアにプロファイル一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切な設定プロファイルをクリックして選択します。 

 

4. 「設定の編集」を選択して選択したプロファイルのクライアント設定を調整するか、「編集」を選択してプロファイル

情報と選択したプロファイルの適用可能範囲またはこのどちらかを調整します。 

 

 クライアント設定を調整するには、開いている「設定の編集」ウィンドウで適切な設定を直接変更します。 

 

 プロファイル情報を調整するには、「プロファイル情報」ペインで変更を加え、「保存」をクリックして適用しま

す。 

 
 

5. このプロファイルの適用可能範囲を調整するには、    を使用して適切な変更を加え、「保存」をク

リックして適用します。 

 

ボタン 説明 

 
クライアント一覧のすべてのクライアントを選択する場合にクリックします。 

 
クライアント一覧のすべてのクライアントの選択を解除する場合にクリックします。 

 
新しいクライアントを追加する場合にクリックします。 

 
選択したクライアントを削除する場合にクリックします。 

 

クライアント設定またはプロファイル情報を調整する詳細な手順について
は、「3.4.12 クライアント設定プロファイルの作成」(90 ページ)を参照して
ください。 
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設定プロファイルのコピー 

設定プロファイル(グループ設定)をコピーするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックして「プロファイルグループ」ツリーを展開し、適切な設

定プロファイルが所属するプロファイルグループをクリックします。 

 

2. 管理エリアにプロファイル一覧が表示されます。 

 

3. 適切な設定プロファイルをクリックして選択し、「コピー」をクリックします。 

 

4. 名前、説明、およびプロファイルグループを求める「コピー」ウィンドウが表示されます。 

 

 
 

5. 必要なデータを入力し、「保存」をクリックして確定します。 

 

6. プロファイル(グループ設定)用の「設定(プロファイル)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

7. このウィンドウを使用して、このプロファイルのクライアント設定を編集します。 

 

8. 完了後、ウィンドウを閉じます。 

 

  

 

アスタリスクの付いたフィールドは、必須フィールドです。 

 

以降の手順は、新しい設定プロファイルの作成手順と類似しています。スク
リーンショットと注意の両方を含む詳しい情報は、「3.4.12 クライアント設定
プロファイルの作成」(90 ページ)に記載されています。 
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9. 新しく作成された設定プロファイルがプロファイル一覧に追加されます。 

 

 

10. 新しく作成したプロファイルをクリックして選択し、プロファイル一覧の上にある「編集」をクリックします。 

 

11. 管理エリアに「プロファイル情報」および「使用可能なクライアント」ペインの両方が表示されます。 

12. 「使用可能なクライアント」ペインの右上にある をクリックします。 

 

13. 「クライアント選択」ウィンドウが表示されます。この設定プロファイルの適用可能範囲を指定するためのウィンド

ウでは、クライアントグループと個々のクライアントのツリービューが表示されます。 

 

14. 矢印をクリックしてツリーを展開し、適切なクライアントグループまたはクライアントをクリックして選択します。 

 

 クライアントグループのすべてのクライアントを選択するには、クライアントグループをクリックして選択しま

す。 

 

 クライアントグループで複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアントをクリッ

クして選択します。 

 

15. 完了後、「OK」をクリックして適用可能クライアントの選択を確定します。 

 

16. 「プロファイル情報」ペインで「保存」をクリックし、適用可能範囲の指定を完了します。 

 

設定プロファイルの移動 

別のプロファイルグループに設定プロファイル(グループ設定)を移動するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックして「プロファイルグループ」ツリーを展開し、適切な設

定プロファイルが所属するプロファイルグループをクリックします。 

 

2. 管理エリアにプロファイル一覧が表示されます。 

 

3. 適切な設定プロファイルをクリックして選択し、「移動」をクリックします。 

 

  

 

明確な設定プロファイルをコピーして新しいプロファイルを作成する場合
は、クライアント設定のその部分だけがコピーされます。元のプロファイル
の適用可能範囲は含まれません。 
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4. 「移動」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 適切なプロファイルグループをクリックして選択し、「OK」をクリックして確定します。 

 

6. 選択した設定プロファイルが、適切なプロファイルグループに移動されます。 

 

設定プロファイルの削除 

プロファイルグループから設定プロファイル(グループ設定)を削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「プロファイル」をクリックして「プロファイルグループ」ツリーを展開し、適切な設

定プロファイルが所属するプロファイルグループをクリックします。 

 

2. 管理エリアにプロファイル一覧が表示されます。 

 

3. 適切な設定プロファイルをクリックして選択し、「削除」をクリックします。 

 

4. 確認のための「削除」ウィンドウが表示されます。 
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5. 「はい」をクリックして確定します。 

 

 

  

 

設定プロファイル(グループ設定)は、クライアントの集合に共有されるクライ
アント設定の集合です。明確な設定プロファイルを削除すると、対応するク
ライアントのクライアント設定が変更されます。 
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3.4.14 個別クライアント設定の使用 

個別設定は、1 台のクライアントにだけ適用されるクライアント設定の集合です。 

 

 

クライアントに個別設定を適用するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. 管理エリアにクライアント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、「設定の編集」をクリックします。 

 

4. クライアント用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

  

 

クライアント設定の基本を理解するには、「3.4.9 クライアント設定」(84 ペ
ージ)を参照してください。 

Atrust Device Manager が管理対象クライアント上の設定値と確実に同期する
ように、個別クライアント設定を編集する前に Atrust Device Manager のすべ
ての管理対象クライアントからクライアント設定をプルすることをお勧めし
ます。管理対象のクライアントからクライアント設定をプルする詳細な手順
については、「3.4.17 ローカルネットワークを介したクライアントからの設定
のプル」(109 ページ)を参照してください。 
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5. このウィンドウを使用して個別設定を編集します。 

 
 

6. 完了後、ウィンドウを閉じます。 

 

7. 適用タイミングの確認のための「シンクライアント設定を適用」ウィンドウが表示されます。 

 

 

8. 「はい」をクリックして即座に設定を適用するか、「いいえ」をクリックして後で適用します。 

 
 

  

 

「設定(シンクライアント)」ウィンドウは、Atrust Client Setup のリモートバ
ージョンとまったく同じです。このウィンドウを使用すると、このクライア
ントのクライアント設定を簡単に編集できます。 

設定値の鍵アイコンが青色 の場合、この設定値はグループ設定(プロファイ
ル)のものです。この値は、グループ設定(プロファイル)を変更または削除す
るか、新しいグループ設定を適用することによってしか変更できません。 

グループ設定と個別設定を両方使用するクライアント設定は、ハイブリッド
設定と呼ばれます(詳しくは、「3.4.15 ハイブリッドクライアント設定の使用」
(102 ページ)を参照してください)。特定のクライアント設定を指定する詳細
な手順については、「4 章 クライアント設定の指定」(154 ページ)を参照して
ください。 

 

後で適用することをここで選択した場合は、設定のプッシュ送信機能を使用
してこの個別設定をクライアントに適用できます。 
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3.4.15 ハイブリッドクライアント設定の使用 

ハイブリッド設定は、グループ設定(プロファイル)と個別設定の組み合わせです。 

 
 

ハイブリッド設定の使用手順は、以下の 2 つの手順で簡単に示すことができます。 

手順 1:選択したクライアントへのグループ設定の適用。 

手順 2:クライアントへの個別設定の適用。 

 

手順 1:選択したクライアントへのグループ設定の適用 

クライアントにグループ設定を適用するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアント」ツリーを展開し、適切なクライ

アントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、「編集」をクリックします。 

 

4. 管理エリアに「シンクライアント情報」ペインが表示されます。 

 

5. 「プロファイル」ドロップダウンメニューをクリックして適切なグループ設定(プロファイル)を選択し、選択したク

ライアントとこの設定を関連づけ、「保存」をクリックして適用します。 

 
 

  

 

クライアント設定の基本を理解するには、「3.4.9 クライアント設定」(84 ペ
ージ)を参照してください。 

 

クライアントは、適切なプロファイルの適用可能範囲に追加することでグル
ープ設定(プロファイル)と関連づけることもできます。詳しくは、「3.4.12 ク
ライアント設定プロファイルの作成」(90 ページ)を参照してください。 
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手順 2:クライアントへの個別設定の適用 

次にクライアントに個別設定を適用するには、以下の手順を実行してください。 

 
 

1. 適切なクライアントをクリックして再度選択し、今回は「設定の編集」をクリックします。 

 

2. 選択したクライアントの個別設定を編集します。 

 

 

  

 

Atrust Device Manager が管理対象クライアント上の設定値と確実に同期する
ように、個別クライアント設定を編集する前に Atrust Device Manager のすべ
ての管理対象クライアントからクライアント設定をプルすることをお勧めし
ます。管理対象のクライアントからクライアント設定をプルする詳細な手順
については、「3.4.17 ローカルネットワークを介したクライアントからの設定
のプル」(109 ページ)を参照してください。 

 

詳しくは、「3.4.14 個別クライアント設定の使用」(100 ページ)を参照してく
ださい。 
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3.4.16 ローカルネットワークを介したクライアントへの設定のプッシュ送信 

設定のプッシュ送信機能を使用すると、クライアント上のクライアント設定をリモートの Atrust Device Manager で設定し

た設定と同期できます。同期後は、ローカルネットワークを介してリモートからクライアント設定を指定できます。 

 

 

クライアントへの設定のプッシュ送信 

クライアントに設定をプッシュ送信するには、以下の手順を実行してください。 

 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

  

 

クライアント上でローカルにしか指定できない設定もあります。詳しくは、
「3.4.9 クライアント設定」(84 ページ)と「4 クライアント設定の指定」(154
ページ)を参照してください。 

 

Atrust Device Manager が管理対象クライアント上の設定値と確実に同期する
ように、個別クライアント設定を編集する前に Atrust Device Manager のすべ
ての管理対象クライアントからクライアント設定をプルすることをお勧めし
ます。管理対象のクライアントからクライアント設定をプルする詳細な手順
については、「3.4.17 ローカルネットワークを介したクライアントからの設定
のプル」(109 ページ)を参照してください。 
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3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 
 

4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

 

5. 「設定の反映(サーバーからクライアントへ)」をクリックして選択します。 

 

6. 確認のためのウィンドウが表示されます。 

 

7. 「OK」をクリックして確定します。 

 

8. 設定のプッシュ送信の進捗と結果を示す「設定の反映(サーバーからクライアントへ)」ウィンドウが表示されます。 

 

9. 完了後、「閉じる」をクリックして終了します。 

 

10. クライアントの前に表示されているステータスアイコンで、クライアントのステータスを確認します。必要に応じて

クライアントを再起動し、クライアント上で設定の変更を完了します。 

  

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

選択したすべてのクライアントの電源が入っていることを確認します。電源
が入っていないクライアントがある場合は、一部のクライアントに設定をプ
ッシュ送信できない可能性があります。クライアントの現在のステータスは、
クライアントの前に表示されているステータスアイコンでリモートから把握
できます。ステータスアイコンについて詳しくは、「3.4.8 クライアントステ
ータスアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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クライアントグループへの設定のプッシュ送信 

クライアントグループに設定をプッシュ送信するには、以下の手順を実行してください。 

 
 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックし、「クライアントグループ」ツリーを展開します。 

 

2. 適切なクライアントグループを右クリックしてポップアップメニューを開き、「設定の反映(サーバーからクライアン

トへ)」をクリックして選択します。 

 

 

3. 設定のプッシュ送信の進捗と結果を示す「設定の反映(サーバーからクライアントへ)」ウィンドウが表示されます。 

 
 

4. 完了後、「閉じる」をクリックして終了します。 

  

 

Atrust Device Manager が管理対象クライアント上の設定値と確実に同期する
ように、個別クライアント設定を編集する前に Atrust Device Manager のすべ
ての管理対象クライアントからクライアント設定をプルすることをお勧めし
ます。管理対象のクライアントからクライアント設定をプルする詳細な手順
については、「3.4.17 ローカルネットワークを介したクライアントからの設定
のプル」(109 ページ)を参照してください。 

 

グループ内のすべてのクライアントの電源が入っていることを確認します。
電源が入っていないクライアントがある場合は、一部のクライアントに設定
をプッシュ送信できない可能性があります。クライアントの現在のステータ
スは、クライアントの前に表示されているステータスアイコンでリモートか
ら把握できます。ステータスアイコンについて詳しくは、「3.4.8 クライアン
トステータスアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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5. クライアントの前に表示されているステータスアイコンで、グループ内のクライアントのステータスを確認します。

必要に応じてクライアントを再起動し、クライアント上で設定の変更を完了します。 

 

すべてのクライアントグループへの設定のプッシュ送信 

すべてのクライアントグループに設定をプッシュ送信するには、以下の手順を実行してください。 

 
 

1. 「シンクライアント」タブでナビゲーションエリアの「シンクライアント」を右クリックし、ポップアップメニュー

を開きます。 

 

 

2. 「設定の反映(サーバーからクライアントへ)」をクリックして選択します。 

 

3. 設定のプッシュ送信の進捗と結果を示す「設定の反映(サーバーからクライアントへ)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

Atrust Device Manager が管理対象クライアント上の設定値と確実に同期する
ように、個別クライアント設定を編集する前に Atrust Device Manager のすべ
ての管理対象クライアントからクライアント設定をプルすることをお勧めし
ます。管理対象のクライアントからクライアント設定をプルする詳細な手順
については、「3.4.17 ローカルネットワークを介したクライアントからの設定
のプル」(109 ページ)を参照してください。 

 

すべてのクライアントの電源が入っていることを確認します。電源が入って
いないクライアントがある場合は、一部のクライアントに設定をプッシュ送
信できない可能性があります。クライアントの現在のステータスは、クライ
アントの前に表示されているステータスアイコンでリモートから把握できま
す。 

ステータスアイコンについて詳しくは、「3.4.8 クライアントステータスアイ
コンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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4. 完了後、「閉じる」をクリックして終了します。 

 

5. クライアントの前に表示されているステータスアイコンで、クライアントのステータスを確認します。必要に応じて

クライアントを再起動し、クライアント上で設定の変更を完了します。 
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3.4.17 ローカルネットワークを介したクライアント設定のプル 

クライアントから設定を取り出して Atrust Device Manager に格納できるため、設定のプル機能は、Atrust Device Manager

内のクライアント設定をクライアントでローカルに行った設定と同期するために役立ちます。 

 

 

クライアントからの設定のプル 

クライアントから設定をプルするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

 

  

 

クライアント上でローカルにしか指定できない設定もあります。これらの設
定をクライアントから設定を取り出して Atrust Device Managerに格納するこ
とはできません。詳しくは、「3.4.9 クライアント設定」(84 ページ)と「4 ク
ライアント設定の指定」(154 ページ)を参照してください。 

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

選択したすべてのクライアントの電源が入っていることを確認します。電源
が入っていないクライアントがある場合は、一部のクライアントから設定を
プルできない可能性があります。クライアントの現在のステータスは、クラ
イアントの前に表示されているステータスアイコンでリモートから把握でき
ます。ステータスアイコンについて詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

 

5. 「設定の取得(クライアントからサーバー)」をクリックして選択します。 

 

6. 確認のためのウィンドウが表示されます。 

 

7. 「OK」をクリックして確定します。 

 

8. 設定の取り出しの進捗と結果を示す「設定の取得(クライアントからサーバー)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

9. 完了後、「閉じる」をクリックして終了します。 

 

クライアントグループの設定のプル 

クライアントグループの設定をプルするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックし、クライアントグループ一覧を展開します。 
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2. 適切なクライアントグループを右クリックしてポップアップメニューを開き、「設定の取得(クライアントからサーバ

ーへ)」をクリックして選択します。 

 

 

3. 設定の取り出しの進捗と結果を示す「設定の取得(クライアントからサーバーへ)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

4. 完了後、「閉じる」をクリックして終了します。 

 

全クライアントグループの設定のプル 

すべてのクライアントグループの設定をプルするには、以下の手順を実行してください。 

 

  

 

選択したグループのクライアントの電源がすべて入っていることを確認しま
す。電源が入っていないクライアントがある場合は、一部のクライアントか
ら設定をプルできない可能性があります。クライアントの現在のステータス
は、クライアントの前に表示されているステータスアイコンでリモートから
把握できます。ステータスアイコンについて詳しくは、「3.4.8 クライアント
ステータスアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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1. 「シンクライアント」タブでナビゲーションエリアの「シンクライアント」を右クリックし、ポップアップメニュー

を開きます。 

 

 

2. 「設定の取得(クライアントからサーバーへ)」をクリックして選択します。 

 

3. 設定の取り出しの進捗と結果を示す「設定の取得(クライアントからサーバーへ)」ウィンドウが表示されます。 

 

 

4. 完了後、「閉じる」をクリックして終了します。 

 

  

 

すべてのクライアントの電源が入っていることを確認します。電源が入って
いないクライアントがある場合は、一部のクライアントから設定をプルでき
ない可能性があります。クライアントの現在のステータスは、クライアント
の前に表示されているステータスアイコンでリモートから把握できます。ス
テータスアイコンについて詳しくは、「3.4.8 クライアントステータスアイコ
ンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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3.4.18 リモートコンピューターの証明書のクライアントへのプッシュ送信 

 

 

  

 

証明書のクライアントへのプッシュ送信は非サポートです。本機能は使用で
きません。 
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3.4.19 クライアントへのメッセージの送信 

管理対象のクライアントにメッセージを送信するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

 

5. 「メッセージ送信」をクリックして選択します。 
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6. カウントダウン秒数とメッセージの入力を求めるウィンドウが表示されます。 

 

 

7. データを入力し、「OK」をクリックして確定します。 

 

8. 適切なクライアントにメッセージが送信されます。 
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3.4.20 クライアントの基本情報の編集または表示 

クライアントの基本情報を編集または表示するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「編集」をクリックします。 

 

4. 「シンクライアント情報」ペインが表示されます。 
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5. クライアントのデータを調整するか、クライアントの基本情報を表示します。 

 

 クライアントの名前、コメント、プロファイル(グループ設定)、資産 ID を調整するか、新しいデータを入力し、

「保存」をクリックして適用します。 

 
 

 基本情報を表示した後は、「戻る」をクリックしてクライアント一覧に戻ります。 

 

  

 

ドロップダウンメニューからプロファイル(グループ設定)を選択すると、選択
したプロファイルの適用可能範囲にクライアントが追加されます。 
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3.4.21 ローカルネットワークを介したクライアントの再起動 

再起動機能を使用すると、1 台ずつ再起動手順を実行することなく、ローカルネットワークを介して複数のクライアントを

再起動することができます。ほとんどの場合、クライアント設定の調整およびクライアントファームウェアの更新時には、

これらの変更を有効にするために再起動を実行する必要があります。この機能により、多数のエンドポイントデバイスの

リモート集中管理に必要な要素が揃います。 

 

ローカルネットワークを介したクライアントの再起動 

ローカルネットワークを介してクライアントを再起動するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、「コマンド」をクリックして「コマンド」メニューを開きます。 
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4. 「再起動」をクリックして選択します。 

 

 

 

5. 選択したクライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャンセルできる

警告メッセージが表示されます。 

 

6. 完了後、ステータスアイコンによりクライアントが再度オンラインになったことが示されます。 

 
 

ローカルネットワークを介したクライアントグループの再起動 

ローカルネットワークを介してクライアントグループを再起動するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックし、「クライアントグループ」ツリーを展開します。 

 

2. 適切なクライアントグループを右クリックしてポップアップメニューを開きます。 

 

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

 

選択したクライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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3. 「再起動」をクリックして選択します。 

 

 

4. このグループの各クライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャンセ

ルできる警告メッセージが表示されます。 

 

5. 完了後、ステータスアイコンによりこのグループのクライアントが再度オンラインになったことが示されます。 

 
 

ローカルネットワークを介したすべてのクライアントグループの再起動 

ローカルネットワークを介してすべてのクライアントグループを再起動するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで右クリックし、ポップアップメニューを開きます。 

 

 

  

 

選択したグループのクライアントで重要なタスクを実行していないことを
確認します。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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2. 「再起動」をクリックして選択します。 

 

 

3. 管理対象のすべてのクライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャン

セルできる警告メッセージが表示されます。 

 

4. 完了後、ステータスアイコンにより管理対象のすべてのクライアントが再度オンラインになったことが示されます。 

 
 

  

 

クライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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3.4.22 ローカルネットワークを介したクライアントのシャットダウン 

ローカルネットワークを介したクライアントのシャットダウン 

ローカルネットワークを介してクライアントをシャットダウンするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、「コマンド」をクリックして「コマンド」メニューを開きます。 
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4. 「シャットダウン」をクリックして選択します。 

 

 

 

5. 選択したクライアントで、シャットダウンが行われることをユーザーに知らせ、必要に応じてシャットダウン処理を

キャンセルできる警告メッセージが表示されます。 

 

6. 完了後、ステータスアイコンによりクライアントがオフラインであることが示されます。 

 
 

ローカルネットワークを介したクライアントグループのシャットダウン 

ローカルネットワークを介してクライアントグループをシャットダウンするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックし、「クライアントグループ」ツリーを展開します。 

 

2. 適切なクライアントグループを右クリックしてポップアップメニューを開きます。 

 

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

 

選択したクライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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3. 「シャットダウン」をクリックして選択します。 

 

 

4. 確認のための「Shutdown」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 「はい」をクリックして確定します。 

 

6. このグループの各クライアントで、シャットダウンが行われることをユーザーに知らせ、必要に応じてシャットダウ

ン処理をキャンセルできる警告メッセージが表示されます。 

 

7. 完了後、ステータスアイコンによりこのグループのクライアントがオフラインであることが示されます。 

 
 

ローカルネットワークを介したすべてのクライアントグループのシャットダウン 

ローカルネットワークを介してすべてのクライアントグループをシャットダウンするには、以下の手順を実行してくださ

い。 

 

  

 

選択したクライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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1. 「シンクライアント」タブで右クリックし、ポップアップメニューを開きます。 

 

 

2. 「シャットダウン」をクリックして選択します。 

 

 

3. 確認のための「Shutdown」ウィンドウが表示されます。 

 

 

4. 管理対象のすべてのクライアントで、シャットダウンが行われることをユーザーに知らせ、必要に応じてシャットダ

ウン処理をキャンセルできる警告メッセージが表示されます。 

 

5. 完了後、ステータスアイコンにより管理対象のすべてのクライアントがオフラインであることが示されます。 

 

選択したクライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 
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3.4.23 ローカルネットワークを介したクライアントのスリープモードの解除 

LAN でのスリープモード解除機能を使用すると、クライアントが電源コンセントとローカルネットワークに接続されてい

る場合に、ローカルネットワークを介して複数のクライアントのスリープモードを解除することができます。 

 

ローカルネットワークを介したクライアントのスリープモードの解除 

ローカルネットワークを介してクライアントのスリープモードを解除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、「コマンド」をクリックして「コマンド」メニューを開きます。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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4. 「Wake On LAN」をクリックして選択します。 

 

5. 選択したクライアントの電源が入ります。 

 

6. 完了後、ステータスアイコンによりクライアントがオンラインであることが示されます。 

 
 

ローカルネットワークを介したクライアントグループのスリープモードの解除 

ローカルネットワークを介してクライアントグループのスリープモードを解除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックし、「クライアントグループ」ツリーを展開します。 

 

2. 適切なクライアントグループを右クリックしてポップアップメニューを開きます。 

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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3. 「Wake On LAN」をクリックして選択します。 

 

  



第３章 Atrust Device Manager の使用 すべてのクライアントの管理 

 130 

4. 確認のための「Wake On LAN」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 「はい」をクリックして確定します。 

 

6. このグループの各クライアントの電源が入ります。 

 

7. 完了後、ステータスアイコンによりこのグループのクライアントがオンラインであることが示されます。 

 
 

ローカルネットワークを介した全クライアントグループのスリープモードの解除 

ローカルネットワークを介してすべてのクライアントグループのスリープモードを解除するには、以下の手順を実行して

ください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで右クリックし、ポップアップメニューを開きます。 

 

  

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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2. 「Wake On LAN」をクリックして選択します。 

 

 

3. 完了後、ステータスアイコンにより管理対象のすべてのクライアントがオンラインであることが示されます。 

 
 

  

 

ステータスアイコンの意味について詳しくは、「3.4.8 クライアントステータ
スアイコンの理解」(83 ページ)を参照してください。 
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3.4.24 クライアントファームウェアの更新 

クライアントのファームウェアを更新するには、以下の手順を実行してください。 

 
 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

 

 

  

 

クライアントファームウェアを更新しても、クライアント設定は消去されま
せん。 

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

 

選択したクライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 
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4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

 

5. 「ファームウェア更新」をクリックして選択します。 

 

6. ファームウェアバージョンとシステム言語の選択を求める「ファームウェア更新」ウィンドウが表示されます。 

 

 

7. ドロップダウンメニューをクリックして適切なファームウェアバージョンとシステム言語を選択し、「OK」をクリッ

クして確定します。 

 

8. 選択したクライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャンセルできる

警告メッセージが表示されます。 

 

9. 完了後、クライアントが更新され、適切なファームウェアとシステム言語が反映されます。 
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3.4.25 ソフトウェアパッケージのインストール 

クライアントのソフトウェアパッケージをインストールするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックします。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

 

 

4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

 

複数のクライアントを選択するには、「Ctrl」を押しながら適切なクライアン
トをクリックして選択します。 

 

選択したクライアントで重要なタスクを実行していないことを確認します。 
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5. 「部分更新」をクリックし、表示される部分更新メニューから「パッケージのインストール」をクリックします。 

 

6. ソフトウェアパッケージの選択を求める「パッケージのインストール」ウィンドウが表示されます。 

 

 

7. ドロップダウンメニューをクリックして適切なソフトウェアパッケージを選択し、「OK」をクリックして確定します。 

 

8. 選択したクライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャンセルできる

警告メッセージが表示されます。 

 

9. 完了後、適切なソフトウェアパッケージが選択したクライアントにインストールされます。 

 

 

  

 

インストールが完了したかどうかをリモートから確認するには、クライアン
トを選択して「編集」をクリックし、クライアントの基本情報を表示します。
詳しくは、「3.4.20 クライアントの基本情報の編集または表示」(116 ページ)
を参照してください。 
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3.4.26 クライアントスナップショットの作成 

スナップショットは特定の時点におけるクライアントのシステムコピーで、一括展開およびシステムのバックアップと復

元に使用できます。 

 

クライアントのシステムスナップショットを作成するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

 

4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

 

5. 「スナップショットを取得する」をクリックして選択します。 

 

  

 

一度に作成できるのは、1 台のクライアントのシステムスナップショットだ
けです。 
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6. システムスナップショットの名前の指定を求める「スナップショットを取得する」ウィンドウが表示されます。 

 

 

7. スナップショットの名前を入力するかデフォルトを使用し、「OK」をクリックして確定します。 

 
 

8. 選択したクライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャンセルできる

警告メッセージが表示されます。 

 

9. 完了後、スナップショット一覧にシステムスナップショットが追加されます。 

 

 

  

 

US310e のビルトイン Administrator のパスワードをデフォルトパスワードか
ら変更した場合は、「管理者用ユーザーのデフォルトパスワードが変更されて
います。(変更後のパスワードを入力してください。)」のチェックを有効にし、
変更後のパスワードを指定します。 

 

スナップショット一覧にアクセスするには、「システム」タブをクリックし、
「配置」 >「スナップショット」をクリックします。 

スナップショットの管理手順について詳しくは、「3.2.7 クライアントスナッ
プショットの管理」(42 ページ)を参照してください。 
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3.4.27 クライアントスナップショットの復元 

クライアントのシステムコピーを復元するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

5. 「スナップショットをインストール」をクリックして選択します。 

 

6. スナップショットの選択を求める「スナップショットをインストール」ウィンドウが表示されます。 

 

 

7. ドロップダウンメニューをクリックして適切なスナップショットを選択し、「OK」をクリックして確定します。 

 

8. 選択したクライアントで、再起動が行われることをユーザーに知らせ、必要に応じて再起動処理をキャンセルできる

警告メッセージが表示されます。 

 

9. 完了後、適切な状態にクライアントが復元されます。 
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3.4.28 クライアントユーザーのリモート支援 

シャドウ機能を使用すると、クライアントユーザーによる問題の解決またはローカル設定の指定をリモートから支援でき

ます。ローカルクライアントユーザーとまったく同じようにクライアントをリモートから監視および制御することが可能

です。 

 
 
クライアントユーザーをリモートから支援するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「シンクライアント」をクリックして「クライアントグループ」ツリーを展開し、適切

なクライアントが所属するクライアントグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアント一覧が表示されます。 

 

3. 適切なクライアントをクリックして選択し、クライアント一覧の上にある「コマンド」をクリックします。 

 

 

4. 「コマンド」メニューが表示されます。 

 

5. 「シャドウ」をクリックして選択します。 

 

6. Java ソフトウェアが起動され、下の画面のようなアニメーションが表示されます。 

 

 

  

 

Java ソフトウェアまたは Java Runtime Environment をインストールしている
ことを確認します。これはシャドウ機能を実行するために必要です。 

 

シャドウ機能の実行中に複数のクライアントを選択することはできません。
ただし、複数のクライアントに対して 1 台ずつこの機能を実行することは可
能です。 
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7. 証明書情報とともに警告メッセージが表示されます。「続行」をクリックして続行します。 

 

 
8. 証明書情報とともに警告メッセージが表示されます。「実行(R)」をクリックして続行します。 

 

 
9. シャドウパスワードを求める「VNC Authentication」ウィンドウが表示されます。 

 

 
10. シャドウパスワードを入力し、「OK」をクリックして確定します。 
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11. 選択したクライアントのデスクトップ画面とともにウィンドウがポップアップ表示されます。 

 

 
12. これでクライアントをリモートから監視および制御してクライアントユーザーを支援できるようになりました。 

 
 

 
  

 

クライアントのユーザーは、ローカルキーボードとマウスでシステムを制御
することもできます。 
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3.4.29 クライアントデータのエクスポート 

クライアントグループ一覧またはクライアント一覧の上で使用できるエクスポート機能を使用すると、管理対象のクライ

アントのインベントリーをエクスポートできます。 

 

管理対象のクライアントのインベントリーをエクスポートするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで適切なグループをクリックして選択します。 

 

2. クライアントグループ一覧またはクライアント一覧の上にある「エクスポート」をクリックします。 

 

 

3. エクスポート形式(CSV または XML)の選択を求めるウィンドウが表示されます。 

 

 

4. ドロップダウンメニューをクリックして適切な形式を選択し、「エクスポート」をクリックします。 

 

5. 生成したファイルを保存するか開くことを求めるウィンドウが表示されます。適切なオプションをクリックして選択

し、「OK」をクリックして確定します。 
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3.4.30 クイックサーチを使用したプロファイル、クライアント、またはイベントログの検出 

各プロファイル、クライアント、ゼロクライアント、またはログ一覧の一番下では、プロファイル、クライアント、また

はイベントログの検出に役立つクイックサーチにアクセスできます。 

 

 

プロファイル、クライアント、ゼロクライアント、イベントログ一覧で適切なプロファイル、クライアント、またはイベ

ントログを検出するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. プロファイル、クライアント、ゼロクライアント、またはログ一覧を開きます。 

 「シンクライアント」タブで「プロファイル」または「シンクライアント」をクリックし、プロファイルまたは

クライアント一覧が所属するグループをクリックし、プロファイルまたはクライアント一覧を開きます。 

 Atrust Device Manager で「ログ」タブをクリックし、ログ一覧を開きます。 

 

2. 管理エリアにプロファイル、クライアント、ゼロクライアントまたはログ一覧が表示されます。 

 

3. 一覧の一番下で、「クイックサーチ」ボタン をクリックします。 

 

 

4. 「クイックサーチ」バーが表示されます。 

 

 

5. ドロップダウンメニューをクリックして適切な検索タイプを選択し、適切な検索キーワードを入力します。 

 

6. 「検索」をクリックし、プロファイル、クライアント、またはイベントログの検索を開始します。 

 

  

 

イベントログは、「3.5.1 「ログ」タブの概要」(148 ページ)で紹介されてい
ます。 

フィルターを使用し、管理対象のクライアント内で適切なクライアントを特
定することもできます。詳しくは、「3.4.31 フィルターを使用したクライアン
トの検出」(144 ページ)を参照してください。 
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7. 完了後、「クイックサーチ」バーの上に結果一覧が表示されます。 

 
 

  

 

クイックサーチを使用して、管理対象のクライアントと管理対象になってい
ないゼロクライアント内のクライアントを検出することもできます。詳しく
は、「3.4.30 クイックサーチを使用したプロファイル、クライアント、または
イベントログの検出」(142 ページ)を参照してください。 
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3.4.31 フィルターを使用したクライアントの検出 

Atrust Device Manager を使用すると、すべての管理対象クライアントからクライアントを検出するためのフィルターを作

成できます。フィルターを使用すると、特定のクライアントセットにすばやくアクセスし、これらを管理できます。 

 
 

フィルターの追加 

フィルターを追加するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで「フィルター」を右クリックします。 

 

2. ポップアップメニューが表示されます。 

 

 

3. 「フィルターの追加」をクリックして選択します。 

 

  

 

クイックサーチを使用して、管理対象のクライアントと管理対象になってい
ないゼロクライアント内のクライアントを検出することもできます。詳しく
は、「3.4.30 クイックサーチを使用したプロファイル、クライアント、または
イベントログの検出」(142 ページ)を参照してください。 
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4. 管理エリアに「新しいフィルターを追加」および「フィルタープレビュー」ペインが表示されます。 

 

 

5. このフィルターに対して適切な名前を入力します。 

 

6. 適切なフィールド名、オペレーターをクリックして選択し、フィルター条件の値を入力します。 

 
 

7. 「追加」をクリックして、フィルターに条件を追加します。 

 

8. 手順 5～7 を繰り返し、新しい条件を追加します。 

 

9. 「プレビュー」をクリックし、フィルターの結果を表示します。「フィルタープレビュー」ペインに結果が表示されま

す。 

 

10. 「保存」をクリックして、フィルターを作成します。 

 

クライアントフィルターの使用 

クライアントフィルターを作成した後は、対応するフィルターをクリックするだけで適切なクライアント一覧にすばやく

アクセスできます。定義した条件を満たすすべてのクライアントが、クライアント一覧で指定されます。 

  

 

フィルター条件として使用できるクライアントに関する大部分の情報は、「シ
ンクライアント情報」ペインで入手できます。「シンクライアント情報」ペイ
ンにアクセスするには、「3.4.20 クライアントの基本情報の編集または表示」
(116 ページ)の詳細な手順を参照してください。 
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クライアントフィルターを使用するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブで「フィルター」をクリックし、「フィルター」ツリーを展開します。 

 

2. 適切なフィルターをクリックして選択します。 

 

3. 適切なクライアント一覧が表示されます。 
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3.4.32 フィルターの管理 

フィルターの削除 

フィルターを削除するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで「フィルター」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにフィルター一覧が表示されます。 

 

3. 適切なフィルターをクリックして選択し、フィルター一覧の上にある「削除」をクリックします。 

 
 

4. 確認のための「削除」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 「はい」をクリックして確定します。 

 

フィルターの調整 

フィルターを調整するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「シンクライアント」タブのナビゲーションエリアで「フィルター」をクリックします。 

 

2. 管理エリアにフィルター一覧が表示されます。 

 

3. 適切なフィルターをクリックして選択し、フィルター一覧の上にある「編集」をクリックします。 

 

4. 管理エリアに「フィルターの編集」および「フィルタープレビュー」ペインが表示されます。 

 

5. フィルターの条件を調整し、「保存」をクリックして適用します。 

  

 

複数のフィルターを削除するには、「Ctrl」を押しながらフィルター一覧で複
数のエントリーをクリックして選択します。 
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3.5 イベントログの表示と管理 

3.5.1 「ログ」タブの概要 

「ログ」タブでは、クライアント管理についてのイベントログを表示できます。「ログ」タブの機能にアクセスするには、

Atrust Device Manager でこのタブをクリックします。 

図 6 「ログ」タブの概要 

 

 

インターフェース要素 

番号 名称 説明 

1 ナビゲーションバー イベントログの適切なタイプと範囲を選択する場合にクリックします。 

2 管理エリア イベントログを管理します。 

 

3.5.2 使用可能なタスク一覧 

番号 使用可能なタスク 参照先 ページ 

1 イベントログの表示 3.5.3 149 

2 イベントログのエクスポート 3.5.4 150 

3 イベントログの消去 3.5.5 151 

 

  

1 

2 
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3.5.3 イベントログの表示 

Atrust のイベントログを見直すには、以下の手順を実行してください。 

 

1. Atrust Device Manager で「ログ」タブをクリックします。 

 

2. ログ一覧が表示されます。 

 

 

 複数のページにログエントリーを表示する場合は、    をクリックして最初のページ、前のページ、次

のページ、最後のページに移動します。 

 

 

 特定の範囲内のログエントリーを表示するには、ドロップダウンメニューをクリックして範囲を制限し、「適用

する」をクリックして確定します。 
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3.5.4 イベントログのエクスポート 

システムのイベントログをエクスポートするには、以下の手順を実行してください。 

 

1. Atrust Device Manager で「ログ」タブをクリックします。 

 

2. ログ一覧が表示されます。 

 

 特定の範囲内のログエントリーをエクスポートするには、ドロップダウンメニューをクリックして範囲を定義し、

「適用する」をクリックして確定します。 

 

 すべてのログエントリーをエクスポートするには、選択したオプションがログ一覧の範囲を制限していないこと

をドロップダウンメニューで確認します。 

 
 

3. 「エクスポート」をクリックします。 

 

4. 適切なエクスポート形式の選択を求める「エクスポート」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. ドロップダウンメニューをクリックして適切な形式(.CSV または.XML)を選択し、「エクスポート」をクリックして続

行します。 

 

6. エクスポートしたファイルを開くか保存するかの選択を求めるウィンドウが表示されます。 

 

7. 「Save File」をクリックして選択した後、「OK」をクリックします。 

 

8. 開かれたウィンドウで適切なディレクトリを指定し、ファイルを保存します。 

 

  

 

完全なログエントリーを取得するには、「リセット」をクリックした後、「適
用する」をクリックします。 
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3.5.5 イベントログの消去 

システムのイベントログを消去するには、以下の手順を実行してください。 

 

 

 

1. Atrust Device Manager で「ログ」タブをクリックします。 

 

2. ログ一覧が表示されます。 

 

3. ログ一覧の上にある「ログ削除」をクリックします。 

 

4. 確認のための「ログ削除」ウィンドウが表示されます。 

 

 

5. 「はい」をクリックして確定します。 

 

6. Atrust Device Manager からすべてのログエントリーが削除されます。 

 

 

  

 

ログエントリーを部分的に削除することはできません。 

 

ログを消去すると、すべてのログエントリーが削除されます。作業を進める
前に、将来その情報が必要になることはないことを確認します。 

 

ログの消去についての新しいログエントリーが、ログ一覧に追加されます。 
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3.6 ソフトウェア情報の表示 

3.6.1 「アバウト」タブの概要 

「アバウト」タブは、Atrust Device Manager と Atrust Computer Corporation に関する情報を示します。「アバウト」タブ

の情報にアクセスするには、Atrust Device Manager でこのタブをクリックします。 

図 7 「アバウト」タブの概要 

 

 

インターフェース要素 

番号 名称 説明 

1 ナビゲーションエリア 適切な情報にアクセスする場合にクリックします。 

2 情報エリア 選択した項目を表示します。 

 

3.6.2 使用可能なタスク一覧 

番号 使用可能なタスク 参照先 ページ 

1 Atrust Device Manager に関する情報の表示 3.6.3 153 

2 Atrust への問い合わせに関する情報の表示 3.6.4 153 

3 Atrust ソフトウェアライセンス契約の表示 3.6.5 153 

 

  

1 
2 
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3.6.3 Atrust Device Manager に関する情報の表示 

Atrust Device Manager に関する情報を表示するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「アバウト」タブのナビゲーションエリアで「製品」をクリックします。 

 

2. 情報エリアに、Atrust Device Manager のバージョン、サポートされているクライアントモデル、およびインポートし

たファームウェアのバージョンが表示されます。 

 

3.6.4 Atrust への問い合わせに関する情報の表示 

Atrust への問い合わせに関する情報を表示するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「アバウト」タブのナビゲーションエリアで「連絡」をクリックします。 

 

2. 情報エリアに、Web サイトアドレスと問い合わせ情報が表示されます。 

 

3.6.5 Atrust ソフトウェアライセンス契約の表示 

Atrust ソフトウェアライセンス契約を表示するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. 「アバウト」タブのナビゲーションエリアで「ライセンス」をクリックします。 

 

2. 情報エリアに、Atrust ソフトウェアライセンス契約が表示されます。 

 



 

 

4  
第４章 クライアント設定の指定 

 

この章は、クライアント設定に関する基本的な手順を示します。 

 

4.1 デスクトップ仮想化とクライアント設定 

デスクトップ仮想化インフラストラクチャーのエンドポイント設定  

4.2 クライアント設定一覧 

Atrust Device Manager と Atrust Client Setup で使用できるクライアン
ト設定項目  

4.3 グループ設定の編集または調整 

クライアントのグループが共有するグループ設定(プロファイル)を編
集または調整する方法  

4.4 個別設定の編集または調整 

1 台のクライアントにだけ適用される個別設定を編集または調整する
方法  

4.5 Atrust Client Setup を使用したクライアント設定の指定 

Atrust Client Setup を使用したクライアント設定を指定する方法  
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4.1 デスクトップ仮想化とクライアント設定 

デスクトップ仮想化は、ユーザー状態の仮想化、アプリケーションの仮想化、セッションベースの仮想化、仮想マシンベ

ースの仮想化、さらにはハイブリッドアプローチとさまざまな形で提供されています。 

NEC のシンクライアントは、さまざまなデスクトップ仮想化形式とニーズに対応しています。IT インフラストラクチャー

でクライアントデバイスを使用する準備を行うには、クライアント設定をカスタマイズして、デスクトップ仮想化プラン

の固有のニーズを満たす必要がある場合もあります。 
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4.2 クライアント設定一覧 

以下の表に、クライアント設定項目の簡潔な説明を示します。 

 

 

タブ 設定 アイコン 説明 

アプリケーション リモートデスクトップ 

 

RDP(Remote Desktop Protocol)接続設定を

指定し、リモートデスクトップセッション

に対するショートカットをローカルデス

クトップと「スタート」メニューに作成す

る場合にクリックします。 

Citrix ICA 

 

Citrix ICA(Independent Computing 

Architecture)の接続設定を指定し、ICA セ

ッションに対するショートカットをロー

カルデスクトップと「スタート」メニュー

に作成する場合にクリックします。 

VMware View 

 

VMware View 接続設定を指定し、View セ

ッションに対するショートカットをロー

カルデスクトップと「スタート」メニュー

に作成する場合にクリックします。 

ウェブブラウザ 

 

セッション設定全般(WES ベースのクライ

アントだけ)または特定のブラウザのセッ

ション設定を指定する場合にクリックし

ます。適切な初期 Web ページで起動される

特定のブラウザセッションに対して、デス

クトップショートカットが作成されます。 

ユーザーインターフェース デスクトップ 

 

デスクトップアイコンの表示/非表示を設

定します。 

デバイス USB ストレージ 

 

USBストレージデバイスの設定を指定する

場合にクリックします。 

 

使用可能なタブと設定項目は、クライアントモデル、ファームウェアバージ
ョン、および使用オペレーティングシステムによって異なる場合があります。 

クライアントデバイス上でローカルにしか使用できない設定項目もありま
す。これらの設定は、Atrust Client Setup で調整できます。下の表では、クラ
イアント上でローカルにしか使用できない設定にアスタリスク(*)で印がつ
けられています。 
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オーディオ 

 

オーディオデバイスの設定を指定する場

合にクリックします。 

システム パスワード 

 

管理者権限とリモートアシスタンスの設

定を行います。 

ファームウェアの更新 (*) 

 

ネットワークを介してファームウェアを

更新する場合にクリックします。この機能

は、このクライアントが Atrust Device 

Managerコンソールにより管理されている

場合にだけ使用できます。 

スナップショット(*) 

 

一括展開、システムバックアップ、および

復元に使用できるクライアントデバイス

のスナップショット(特定時点におけるシ

ステムコピー)を作成する場合にクリック

します。 

アプライアンスモード 

 

自動 Remote Desktopセッションを許可/禁

止するためにアプライアンスモードを有

効化/無効化する場合にクリックします。ア

プライアンスモードでは、クライアントは

適切な Remote Desktop セッションで起動

し、ユーザーがセッションをログオフする

とシャットダウンされます。 

UWF 

 

UWF(Unified Write Filter)設定を指定する場

合にクリックします。セクターベースの書

き込みフィルターとして、UWF は保護され

たボリュームへのすべての書き込みをイ

ンターセプトし、これらの書き込みを RAM

キャッシュにリダイレクトします。 

すべてのシステム変更はそれらの変更が

行われたセッションにだけ影響します。再

起動後、すべての変更は破棄されます。 
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4.3 グループ設定の編集または調整 

Atrust Device Manager では、プロファイル(グループ設定)用の「設定(プロファイル)」ウィンドウにより、クライアントの

グループのクライアント設定を編集できます。このウィンドウでは、リモートから指定可能なすべての設定を編集できま

す。編集後は、設定のプッシュ送信機能により、そのプロファイルで定義したクライアントのターゲットグループに設定

をプッシュ送信できます。 

 

 

「設定(プロファイル)」ウィンドウ(グループ設定)で設定を指定するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. プロファイル用の「設定の編集」ウィンドウで、適切な設定が所属するタブをクリックします。 

 

 

2. 適切な設定のアイコンをクリックします。 

 

 

このセクションでは、プロファイル(グループ設定)の編集または調整により細
かく焦点を当てます。プロファイル(グループ設定)の作成またはプロファイル
用の「設定(プロファイル)」ウィンドウを開く手順について詳しくは、「3.4.12 
クライアント設定プロファイルの作成」(90 ページ)を参照してください。 

クライアント設定の基本を理解するには、「3.4.9 クライアント設定」(84 ペ
ージ)を参照してください。 

プロファイル(グループ設定)用の「設定(プロファイル)」ウィンドウはクライ
アント(個別設定)用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウとほとんど同じ
見た目ですが、機能は異なるため注意してください。クライアント(個別設定)
用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウは、設定適用時、特定のクライア
ントにだけ影響します。クライアントの個別設定の編集または調整について
詳しくは、「4.4 個別設定の編集または調整」(160 ページ)を参照してくださ
い。 
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3. 「追加」をクリックし、必要に応じてその設定にエントリーを追加します。 

4. 詳細設定ページで、設定項目近くにあるグレーの鍵アイコン をクリックし、その項目を有効化します。 

 

 

5. 適切な設定値を選択または入力します。 

 

6. 設定値の編集を完了後、その設定ページの一番下にある「保存」をクリックし、変更を保存します。 

 

7. 手順 1～6 を繰り返し、他の設定を編集します。 

 

 

  

 

。 

鍵アイコンがオレンジ色になると、クライアント上で対応する設定値がロッ
クされ、Atrust Client Setup によりローカルで変更できなくなります。 
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4.4 個別設定の編集または調整 

Atrust Device Manager では、クライアント用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウにより、クライアントに個別設定

を適用できます。このウィンドウでは、リモートから指定可能なすべての設定を編集できます。編集後は、設定のプッシ

ュ送信機能により、クライアントに設定をプッシュ送信できます。 

 

 
 

「設定(シンクライアント)」ウィンドウ(クライアント用)で設定を指定するには、以下の手順を実行してください。 

 

1. クライアント用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウで、適切な設定が所属するタブをクリックします。 

 

 

2. 適切な設定のアイコンをクリックします。 

 

 

このセクションでは、個別設定の編集または調整により細かく焦点を当てま
す。個別設定の作成またはクライアント用の「設定(シンクライアント)」ウィ
ンドウを開く手順について詳しくは、「3.4.14 個別クライアント設定の使用」
(100 ページ)を参照してください。 

 

クライアント設定の基本を理解するには、「3.4.9 クライアント設定」(84 ペ
ージ)を参照してください。 

プロファイル(グループ設定)用の「設定(プロファイル)」ウィンドウはクライ
アント(個別設定)用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウとほとんど同じ
見た目ですが、機能は異なるため注意してください。クライアント(個別設定)
用の「設定(シンクライアント)」ウィンドウは、設定適用時、特定のクライア
ントにだけ影響します。 
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3. 「追加」をクリックし、必要に応じてその設定にエントリーを追加します。 

 

4. 詳細設定ページで、適切な設定値を選択または入力します。 

 
 

5. 設定値の編集を完了後、その設定ページの一番下にある「保存」をクリックし、変更を保存します。 

 

6. 手順 1～5 を繰り返し、他の設定を編集します。 

 

 

  

 

。鍵アイコンがオレンジ色になると、クライアント上で対応す
る設定値がロックされ、Atrust Client Setup によりローカルで変更できなくな
ります。 

設定値の鍵アイコンが青色 の場合、この設定値はグループ設定(プロファイ
ル)のものです。この値は、グループ設定(プロファイル)を変更するか、削除す
るか、または新しいグループ設定を適用することによってしか変更できませ
ん。 

クライアントにグループ設定を適用する場合、そのクライアント用の「設定
(シンクライアント)」ウィンドウには、すべての関連設定も表示されます。 

 

変更を有効にするには、そのクライアントに設定をプッシュ送信する必要が
あります。 
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4.5 Atrust Client Setup を使用したクライアント設定の指定 

Atrust Client Setup を使用すると、クライアント上でローカルにクライアント設定を指定できます。また、一部の設定は、

クライアント上でローカルにしか指定できず、したがって、Atrust Client Setup でだけ設定できます。 

 
 

Atrust Client Setup を使用してクライアント上でローカルにクライアント設定を指定する方法について詳しくは、使用して

いるシンクライアントモデルのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

  

 

クライアント上でだけローカルにアクセス可能なクライアント設定の一覧に
ついては、「4.2 クライアント設定一覧」(156 ページ)を参照してください。 

クライアント設定の基本を理解するには、「3.4.9 クライアント設定」(84 ペ
ージ)を参照してください。 



 

 

5  
第５章 注意・制限事項 

 

この章は、Atrust Device Manager を注意・制限事項を示します。 

 

5.1 ADM と ACS 設定の同期 

Atrust Device Manager(ADM)と Atrust Client Setup(ACS)間の設定の同
期に関する注意事項 

5.2 管理登録とその解除 

ACS の管理状態の登録と解除方法に関する注意事項  

5.3 スナップショット取得およびインストールの注意事項 

スナップショットの取得およびインストールに関する注意事項  

5.4 ファームウェアアッデートとスナップショットインストールにおけ

る ACS 設定の保持 

ファームウェアアップデートとスナップショットのインストール後の
ACS 設定の保持に関する注意事項  

5.5 ファームウェアアッデートとスナップショットインストール後のア

クティベーション(ライセンス認証)の解除  

ファームウェアアップデートとスナップショットのインストール後の
アクティベーションに関する注意事項  

5.6 ADM 管理コンソールへのアクセスの注意事項 

Web ベースの ADM 管理コンソールへのアクセスの注意事項  

5.7 VNC(リモートシャドウ)の注意事項 

VNC(リモートシャドウ)の使用に関する注意事項  

5.8 ADM サーバーのバックアップと復元に関する注意事項 

ADM サーバーのバックアップと復元に関する注意事項  

5.9 制限事項 

ADM 使用時の制限事項、既知問題  

  



第５章 注意・制限事項 ADM と ACS 設定の同期 

 165 

5.1 ADM と ACS 設定の同期 

管理者が Atrust Device Manager(ADM)からのリモート操作ではなく、シンクライアント上で Atrust Client Setup(ACS)設定

を変更した場合、ACS と ADM 間で設定内容が不一致になります。ADM は ACS と通信時に自動的に設定を更新しません。

管理者は ACS 設定を変更したシンクライアントに対して ADM 管理コンソールから「設定の取得(クライアントからサーバ

ー)」を実行し、設定を同期する必要があります。 

 

5.2 管理登録とその解除 

ACS をインストールしたシンクライアントは ADM サーバーに管理登録されると、管理ステータスが有効になり他の ADM

サーバーから検出できない状態になります。これは悪意あるサーバーからアクセスできないようにするためのセキュリテ

ィ上の仕様です。シンクライアントが ADM サーバーの管理対象として登録されていない場合、意図しない悪意あるサーバ

ーから検出され、設定を変更される可能性があります。そのため、本番環境のシンクライアントは必ず ADM サーバーの管

理対象として登録された状態(ADM サーバーから検出された状態)にしてください。 

 

管理登録を解除するには、管理登録済みの ADM サーバーからシンクライアントを「削除」するか、シンクライアント上で

「Reset Mode」を実行します。「Reset Mode」についてはシンクライアントのユーザーズガイドを参照してください。 

 

 

 

 

 

キッティング環境などの閉じられた環境で ADM サーバー(キッティング用)
を使用し、シンクライアント(ACS)設定を完了させてから本番環境の ADM(本
番用)へ移行する場合には注意が必要です。この場合、必ずキッティング用
ADM サーバーからシンクライアントの登録を削除し、管理登録を解除して
から本番用 ADM サーバーのネットワークに接続してください。管理登録を
解除しない場合は、本番用 ADM サーバーにシンクライアントを登録できま
せん。また「Reset Mode」を使用すると管理ステータスだけでなく ACS 設
定がすべて初期化されることに注意が必要です。 

本番用ADMサーバーではシンクライアントを検出してから、「設定の取得(ク
ライアントからサーバーへ)」を実行します。これにより、シンクライアン
トの ACS 設定が ADM サーバーに同期されます。「設定の反映(サーバーから
クライアント)へ」を実行すると、シンクライアントの ACS 設定が ADM サー
バー側の設定に上書きされることに注意してください。 

 

シンクライアントがオフラインの状態で、ADM 上からシンクライアントを「削
除」しても ACS の管理登録は解除されません。その場合は、シンクライアン
ト上で「Reset Mode」を実行する必要があります。 

シンクライアント上で「Reset Mode」を実行しても、ADM 側の登録情報は更
新されません。管理者は ADM 側で登録解除したシンクライアントを「削除」
する必要があります。 
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5.3 スナップショット取得およびインストールの注意事項 

スナップショットを使用すると、組織内で再使用できるカスタマイズされた OS イメージをキャプチャすることができます。

ここではスナップショットを取得およびインストールする際の注意事項を示します。 

 

5.3.1 スナップショットの種類 

スナップショットインストール時にシステム準備ツール(sysprep)が実行されます。システム準備ツールが実行されると、

SID などの端末固有の情報は初期化され、マスターイメージとして複数の端末にインストールできます。 

 

 

5.3.2 スナップショットインストール時のデフォルトユーザーアカウント別動作 

スナップショットインストール時には、管理者ユーザーである Administrator アカウントは再作成されるため、プロファイ

ル(ファイル、ショートカット、フォルダーなどのデスクトップのアイテム、マイドキュメント、お気に入り等)は全て初期

化されます。そのため、スナップショット取得前に変更した Administrator アカウントのプロファイルはスナップショット

インストール後に反映されません。 

 

User アカウントに関しては、スナップショット取得前に変更したプロファイルを保持しますが一部例外があります。入力

言語、表示言語、形式、場所、ユーザーロケール、システムロケールなどの地域と言語設定、およびタイムゾーンの変更

は保持されずに初期化されます。これらの設定をスナップショットインストール後も保持したい場合は無人 Windows セッ

トアップ応答ファイル(C:¥Windows¥Panther¥unattend.xml)を使用する必要があります。unattend.xml は Windows セット

アップ用の応答ファイルです。この応答ファイルを使用すると、Windows の既定の設定を構成できます。 

 

以下は unattend.xml を編集し、スナップショットインストール後も地域と言語およびタイムゾーンの変更を保持するため

の手順です。 

 

1. 管理者(Administrator)アカウントでサインインし、UWF を無効にします。 

 

2. 標準ユーザー(User)アカウントでサインインます。 

 

3. 入力言語、表示言語、形式、場所、ユーザーロケール、システムロケールなどの地域と言語設定、およびタイムゾー

ンをシンクライアントに設定します。表示言語の設定が必要な場合は、言語パックをインストールしてください(イン

ターネット環境が必要)。設定によってはサインアウト、再起動が必要になります。設定完了後にすべての設定が正常

に反映されていることを確認してください。 

 

 

ADM2.08.045 ではスナップショットの種類から「バックアップ」が削除され
ました。 
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4. 管理者(Administrator)アカウントでサインインします。 

 

5. 応答ファイル(C:¥Windows¥Panther¥unattend.xml)をメモ帳で開き、下記要素の値を編集します。下記の値は日本語

OS の既定値です。使用したいタイムゾーン(例えば、Eastern Standard Time、Romance Standard Time)と言語コード

を指定します。言語は ISO-639 言語コードであり、使用される地域は（例えば、en-US、fr-FR、または es-ES）ISO 3166-1

国または地域識別子です。 

 

<TimeZone>Tokyo Standard Time</TimeZone> 

 

<InputLocale>ja-jp</InputLocale>  

<SystemLocale>ja-jp</SystemLocale>  

<UILanguage>ja-jp</UILanguage>  

< UILanguageFallback>ja-jp</UILanguageFallback> 

<UserLocale>ja-jp</UserLocale> 

 

6. UWF を有効にし、スナップショットを取得します。 

 

5.3.3 ドメイン参加について 

ドメインに参加しているシンクライアントは、スナップショットを取得できません。スナップショットはインストール時

にシステム準備(Sysprep)ツールを実行します。Sysprep を使用すると、インストール済みの Windows イメージから、コン

ピューターのセキュリティ識別子(SID)などのシステム固有の情報をすべて削除します。Sysprep ツールが実行されるのは、

コンピューターがドメインのメンバーではなく、ワークグループのメンバーである場合だけです。シンクライアントがド

メインに参加している場合は、ドメインから削除した後でスナップショットを取得してください。 
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5.4 ファームウェアアッデートとスナップショットインストールにおける ACS

設定の保持 

ファームウェアアップデートとスナップショットのインストールには ACS 設定の保持に以下の違いがあることに注意して

ください。 

 

ファームウェアアップデート後の ACS 設定 

ファームウェア配信先のシンクライアントの ACS 設定を引き継ぎます。 

 

スナップショットインストール後の ACS 設定 

スナップショットを取得したシンクライアントの ACS 設定を引き継ぎます。 

 

5.5 ファームウェアアッデートまたはスナップショットインストール後のアク

ティベーション(ライセンス認証)の解除 

工場出荷時のクライアントはアクティベート済みの状態ですが、クライアントを ADM(Atrust Device Manger)もしくは

Atrust Device USB Disk Creator)を使用してファームウェアイメージをアップグレードまたはスナップショットをインスト

ールした場合は、アクティベーション(ラインセンス認証)が必要になることに注意が必要です。アクティベーションの方法

についてはクライアントのユーザーズガイドを参照してください。 

 

5.6 ADM 管理コンソールへのアクセスの注意事項 

Atrust Device Manager(ADM)は Apache HTTP Server 上で動作する Web ベースのアプリケーションです。そのサイトへは

prism を使用してアクセスします。prism は Web アプリケーションをまるでローカルアプリケーションのよう使用でき、さ

らにブラウザのクラッシュや再起動から隔離してくれます。デスクトップ上に作成される prism ショートカット(Atrust 

Device Manager ショートカット)から ADM 管理コンソールを簡単に起動できます。 

 

ADM サイトは HTTPS で構成されており、そのサイトへ Web ブラウザからアクセスした場合、トップページ(ログイン画面)

へはアクセスできますが、アクセス制限されているためログインすることはできません。Web ブラウザからの管理コンソ

ールへのアクセスはサポートされないことに注意してください。 

  

 

ADM サイトには Atrust Computer Corporation の自己証明書が既定でバインド
されています。ADM は openSSL を使用しており、信頼性のある署名付き証明
書に置き換える場合、pfx、PKCS#12 形式の証明書は openSSL を使用して変
換する必要があります。 
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5.7 VNC(リモートシャドウ)の注意事項 

VNC(リモートシャドウ)は便利である反面、セキュリティへの配慮が必要です。リモートシャドウを有効にすると、パスワ

ードさえ知っていれば、ADM からの接続だけでなく、他の VNC クライアントソフトウェアから接続が可能です。 

そのため、ファイアーウォールの内側だけで使用する、必要ない時は VNC を無効化するなどのセキュリティ対策が必要で

す。 

 

 
 

  

 

ADM はリモートシャドウ時にブラウザの java プラグインを使用します。リモ
ートシャドウを使用しない場合に、セキュリティ上の理由から java プラグイ
ンを無効化したい場合、java コントロールパネルのセキュリティタブから「ブ
ラウザ上で java コンテンツを有効にする」チェックをはずすなどの対応も可
能です。※リモートシャドウは使用できなくなります。 

 

ADM からリモートシャドウする場合、セッション上でキーボードの漢字キー
を使用して日本語入力モードに切り替えできません。日本語入力モードに切
り替えるには、タスクトレイの IME メニューをマウスクリックする等で、入
力モードを切り替えてください。 
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5.8 ADM サーバーのバックアップと復元に関する注意事項 

ここでは ADM サーバーのバックアップと復元に関する注意事項を示します。 

 

5.8.1 データベースバックアップとファームウェアイメージおよびパッケージのバックアップ 

ADM サーバーが何らかのトラブルにより故障し、新しく ADM サーバーを設置しなければならない場合、ADM サーバーを

復元するには下記のバックアップファイルが必要です。 

 データベースバックアップアーカイブファイル 

 ファームウェアファイル 

 スナップショットファイル 

 パッケージファイル 

 

ファームウェアファイルおよびパッケージファイルは、ADM サーバーにインポートする前に、ファイルを別のコンピュー

ターに保存するなどの方法で保管してください。データベースバックアップアーカイブファイルについては定期的に、ス

ナップショットについては取得したタイミングなど適切なポイントで各ファイルを ADM サーバーからエクスポートし、同

様に別のコンピューターに保管してください。 

 

エクスポートの方法については本書の下記項を参照してください。 

 「3.2.7 クライアントスナップショットの管理」 

 「3.2.14 管理データベースのバックアップ」 

 「3.2.15 データベースアーカイブファイルの管理」 

5.8.2 ADM サーバーの復元 

新しい ADM サーバーに本書の「5.8.1 データベースバックアップとファームウェアイメージおよびパッケージのバックア

ップ」で退避したファイルをインポートして復元します。新しい ADM サーバーのコンピューター名、IP アドレスは旧 ADM

サーバーと同一である必要はありません。 

 

各ファイルの復元(インポート)方法については本書の下記項を参照してください。 

 「3.2.4 シンクライアントのファームウェアファイルの管理」 

 「3.2.6 WES パッケージファイルの管理」 

 「3.2.7 クライアントスナップショットの管理」 

 「3.2.16 データベースアーカイブファイルの復元」 
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5.9 制限事項 

 ADM/ACS で Citrix ICA 接続ショートカットを作成時に、「接続の設定」-「ネットワークプロトコル」を SSL/TLS+HTTPS server 

location を設定するとセッションの接続に失敗します。 

 

 ADM のデータベースソース設定で外部管理データベースを指定する場合、既存 ADM サーバーのデータベースを指定するこ

とはできません。複数の ADM サーバーが 1 つのデータベースを参照する運用はできません。 

 

 ADM の[配置サーバー]に[外部サーバーを使用]を指定する場合、URL に https(SSL)を指定することはできません。 

 

 XenDesktop 7 以降に接続する Citrix ICA セッションでは、XenDesktop の仕様により、“RC5 128 ビット（ログインのみ）”、

“RC5 40 bit”、“RC5 56bit”の暗号化は使用できません。ADM/ACS では、Citrix ICA セッション追加／編集時のオプション

の設定で、暗号化に“RC5 128 ビット（ログインのみ）”、“RC5 40 bit”、“RC5 56bit”、“RC5 128bit”が使用可能ですが、

XenDesktop 7 以降に暗号化を設定して接続する場合、“RC5 128bit”を使用し“RC5 128 ビット（ログインのみ）”、“RC5 40 

bit”、“RC556bit”は使用しないでください。 

 

 ADM および ACS の Citrix ICA セッション追加／編集時のオプション設定で、「Window サイズ」に[デフォルト]以外を設定

した場合、Citrix ICA セッションに DesktopViewer ツールバー が表示されません。DesktopViewer ツールバーを表示するに

は、「Window サイズ」に[デフォルト]を設定するか、Citrix Receiver を使用して Citrix ICA セッションへ接続してください。 

 

 ネットワーク上の共有フォルダーへのファームウェアおよびパッケージの登録はできません。 

 

 ADM からファームウェアアップグレードまたはスナップショットインストール中に、電源断、ネットワーク切断などの理

由でイメージ配信が中断してしまった場合は、OS が起動できなくなります。そのため ADM からリモート操作によりイメ

ージを再配信することはできません。その場合は、シンクライアント起動時に「Esc」キーを押し、「NEC Thin Client Menu」

を起動します。メニューの「Firmware Update」を選択し、シンクライアントから ADM サーバーの IP アドレスを指定する

ことでファームウェアを復元することができます。ADM サーバーアドレスには DNS 名は使用できません。また、Atrust 

Recovery USB Disk Creator を使用してデバイスイメージを復元することも可能です。詳細については各々のガイドを参照

してください。 

 

  

 

ADM 既定のサーバーパスには ADM サーバーの IP アドレスを指定します。 

DNS 名は使用できません。 
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 US310e のスナップショットをエクスポートする場合には、ディスクサイズの空き容量を 20GB 以上確保してください。ス

ナップショットイメージファイルの圧縮およびファイルコピーと、システムを安定稼働させるには十分なディスクサイズ

の空き容量が必要になります。 

 

 ADM を VMware ESXi の仮想マシン上に構築して ADM から US310e にファームウェアのアップデートまたはスナップショ

ットのインストールを行うと、ネットワークの遅延が発生してイメージファイルのダウンロードに失敗する場合がありま

す。この場合、VMware ESXi の仮想 NIC のフロー制御を無効に設定にすることで改善する可能性があります。 

VMware ESXi の仮想 NIC のフロー制御を無効に設定にする方法については、以下のナレッジベースをご参照ください。 

 

VMware ESXi および VMware ESX 上のフロー制御を構成する 

http://kb.vmware.com/kb/2079125 
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